
(57)【要約】
本発明は、超音波、内視鏡検査、 MRI、 X-線、ヒステロサルピンゴグラム、 CTスキャン、
および同様の方法を含む画像化、放射線撮影、可視化、または他の同様の医学的検査にお
けるコントラストの強調および／または対象の身体または器官の腔の拡張に特に便利な媒
質に関する。本発明は、継続的な媒質の漏れが無く、また更なる媒質を継続的にまたは繰
り返して注入する必要もなく、コントラストを強調し、および／または身体または器官の
腔を拡張する。該媒質は、固体、半固体、ゲル、粘性液体またはその他の何れであっても
、最初は十分な粘性または粘稠性を有し、方法が完了するのに一般的に必要な時間、身体
または器官の腔中に維持され、次いで、好ましくは液状化または粘性の喪失により該腔か
ら容易に除去または排泄されるように設計されている。画像化および放射線撮影検査の場
合、該媒質はコントラストを強調し、該腔を拡張し得る。該相または粘性の変化は、時間
経過、温度またはｐＨの変化、他の物質の添加、または他の誘因のような種々の要因によ
り生じ、組成物を液状化するか、でなければ該腔から該組成物を容易に除去または排泄し
得る。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 の 医 用 画 像 化 に 使 用 す る た め の 医 用 画 像 化 組 成 物 で あ っ て 、 画 像 強
調 、 粘 性 シ フ ト 媒 質 を 含 み 、 該 組 成 物 は 身 体 ま た は 器 官 の 腔 へ の 導 入 時 ま た は 導 入 後 、 該
画 像 化 法 の 完 了 に 十 分 な 時 間 の 間 、 該 組 成 物 が 該 腔 内 の 所 定 の 位 置 に 実 質 的 に 保 持 さ れ る
の に 十 分 な 初 期 粘 性 も し く は 粘 稠 性 を 有 し て い る 、 そ の 後 該 組 成 物 の 粘 性 ま た は 粘 稠 性 は
十 分 に 低 下 し 該 腔 か ら 容 易 に 排 泄 ま た は 除 去 さ れ る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 媒 質 が 、 膣 超 音 波 検 査 で の 使 用 に 適 当 な 組 成 物 と な る 特 性 を 有 す る 、 請 求 項 １ の 組 成 物
。
【 請 求 項 ３ 】
　 媒 質 は 、 組 成 物 の 特 に 温 度 変 化 に 応 じ て 液 状 化 す る か ま た は 粘 性 を 低 下 す る 、 請 求 項 １
の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 媒 質 が 、 陰 性 コ ン ト ラ ス ト の 強 調 を 提 供 す る 、 請 求 項 ２ の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 媒 質 が 、 陽 性 コ ン ト ラ ス ト の 強 調 を 提 供 す る 、 請 求 項 ３ の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 医 用 画 像 組 成 物 (画 像 強 調 性
の 粘 性 シ フ ト 媒 質 を 含 む )で あ っ て 、 媒 質 が 、
(ａ )身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 導 入 時 ま た は 導 入 後 、 最 初 は 固 体 、 半 固 体 、 ま た は ゲ ル で あ り
、 そ れ 故 、 該 媒 質 は 、 該 画 像 法 の 間 、 継 続 的 に ま た は 頻 繁 に 投 与 さ れ る 必 要 は な く 、
(ｂ )次 い で 、 一 定 時 間 後 、 液 状 化 す る か ま た は 粘 性 が 低 下 し 、 そ れ に よ っ て 該 腔 か ら 容 易
に 排 泄 ま た は 除 去 さ れ る 、
該 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
　 媒 質 が 、 膣 超 音 波 検 査 で の 使 用 に 適 当 な 組 成 物 と な る 特 性 を 有 す る 、 請 求 項 ６ の 組 成 物
。
【 請 求 項 ８ 】
　 媒 質 は 、 組 成 物 の 特 に 温 度 変 化 に 応 じ て 液 状 化 す る か ま た は 粘 性 を 低 下 す る 、 請 求 項 ６
の 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
　 媒 質 が 、 陰 性 コ ン ト ラ ス ト を 強 調 す る 、 請 求 項 ７ の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 媒 質 が 、 陽 性 コ ン ト ラ ス ト を 強 調 す る 、 請 求 項 ８ の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 医 用 画 像 化 組 成 物 で あ っ て 、
画 像 強 調 媒 質 を 含 み 、 該 媒 質 が 、
(ａ )十 分 な 粘 性 を 有 し て お り 、 そ れ 故 、 該 媒 質 は 、 該 画 像 法 の 間 、 継 続 的 ま た は 頻 回 投 与
の 必 要 は な く 、 そ し て
(ｂ )画 像 法 が 完 了 す る の に 十 分 な 時 間 の 後 、 該 腔 か ら 容 易 に 排 泄 ま た は 除 去 さ れ る 、
該 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 媒 質 が 、 一 定 時 間 、 導 入 時 の 初 期 粘 性 を 供 し 、 後 に 温 度 変 化 に 応 じ て 異 な る 粘 性 を 供 す
る ポ リ マ ー を 含 む 、 請 求 項 １ の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ポ リ マ ー の 粘 性 は 温 度 上 昇 と 共 に 減 少 す る 、 請 求 項 １ ２ の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 組 成 物 は 更 に １ 以 上 の ア ジ ュ バ ン ト ま た は 治 療 剤 を 含 む 、 請 求 項 １ の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 ア ジ ュ バ ン ト ま た は 治 療 剤 に は 、 抗 感 染 性 剤 ま た は 放 射 線 不 透 過 剤 が 含 ま れ る 、 請 求 項
１ ４ の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 医 用 画 像 法 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 １ の 組 成 物 を 該 腔 中
に 入 れ る こ と 、 (ｂ )該 画 像 法 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )該 腔 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た
は 排 泄 さ せ る こ と を 含 む 該 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 膣 超 音 波 検 査 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 １ の 組 成 物 を 子 宮 中 に 入 れ る こ と 、 (ｂ )
該 検 査 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )子 宮 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た は 排 泄 さ せ る こ と を 含
む 該 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 膣 超 音 波 検 査 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 ３ の 組 成 物 を 子 宮 中 に 入 れ る こ と 、 (ｂ )
該 検 査 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )子 宮 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た は 排 泄 さ せ る こ と を 含
む 該 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 膣 超 音 波 検 査 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 ４ の 組 成 物 を 子 宮 中 に 入 れ る こ と 、 (ｂ )
該 検 査 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )子 宮 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た は 排 泄 さ せ る こ と を 含
む 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 医 用 画 像 法 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 ６ の 組 成 物 を 該 腔 中
に 入 れ る こ と 、 (ｂ )該 画 像 法 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )該 腔 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た
は 排 泄 さ せ る こ と を 含 む 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 膣 超 音 波 検 査 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 ６ の 組 成 物 を 子 宮 中 に 入 れ る こ と 、 (ｂ )
該 検 査 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )子 宮 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た は 排 泄 さ せ る こ と を 含
む 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 膣 超 音 波 検 査 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 ８ の 組 成 物 を 子 宮 中 に 入 れ る こ と 、 (ｂ )
該 検 査 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )子 宮 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た は 排 泄 さ せ る こ と を 含
む 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 膣 超 音 波 検 査 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 ９ の 組 成 物 を 子 宮 中 に 入 れ る こ と 、 (ｂ )
該 検 査 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )子 宮 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た は 排 泄 さ せ る こ と を 含
む 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 医 用 画 像 法 を 行 う 方 法 で あ っ て 、 (ａ )請 求 項 １ １ の 組 成 物 を 該 腔
中 に 入 れ る こ と 、 (ｂ )該 画 像 法 を 行 う こ と 、 お よ び 次 い で (ｃ )該 腔 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま
た は 排 泄 さ せ る こ と を 含 む 該 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 組 成 物 の 製 造 に お け る 画 像 強
調 媒 質 の 使 用 で あ っ て 、 該 媒 質 が 、
(ａ )身 体 ま た は 器 官 の 腔 へ の 導 入 時 ま た は 導 入 後 は 初 期 粘 性 を 有 し て お り 、 そ れ 故 、 該 媒
質 は 、 継 続 的 ま た は 頻 回 投 与 さ れ る 必 要 は な く 、 そ し て
(ｂ )次 い で 、 画 像 法 の 遂 行 に 十 分 な 時 間 の 経 過 後 、 液 状 化 す る か ま た は 粘 性 が 低 下 し 、 該
腔 か ら 排 泄 ま た は 容 易 に 除 去 さ れ る 、
該 画 像 強 調 媒 質 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 組 成 物 の 製 造 に お け る 画 像 強
調 媒 質 の 使 用 で あ っ て 、 該 媒 質 が 、
(ａ )身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 導 入 時 ま た は 導 入 後 、 最 初 は 固 体 、 半 固 体 、 ま た は ゲ ル で あ り
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、 そ れ 故 、 該 媒 質 は 、 継 続 的 に ま た は 頻 繁 に 投 与 さ れ る 必 要 は な く 、 そ し て
(ｂ )次 い で 、 一 定 時 間 後 、 液 状 化 す る か ま た は 粘 性 が 低 下 し 、 該 腔 か ら 排 泄 ま た は 容 易 に
除 去 さ れ る 、
該 画 像 強 調 媒 質 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 画 像 強 調 組 成 物 の 製 造 に お け
る 画 像 強 調 媒 質 の 使 用 で あ っ て 、 該 媒 質 が 、
(ａ )最 初 は 十 分 な 粘 性 が あ り 、 そ れ 故 、 そ の 方 法 の 間 に 継 続 的 ま た は 頻 繁 に 該 媒 質 を 投 与
す る 必 要 は な く 、
(ｂ )次 い で 、 該 方 法 の 正 常 な 完 了 に 必 要 な 十 分 な 時 間 後 、 該 腔 か ら 容 易 に 排 泄 ま た は 除 去
さ れ る 、
該 画 像 強 調 媒 質 の 使 用 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 薬 剤 で あ っ て 、 該 薬 剤 は 画 像
強 調 媒 質 で あ り 、 該 媒 質 は 、
(ａ )身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 導 入 時 ま た は 導 入 後 、 最 初 は 粘 性 が あ り 、 そ れ 故 、 そ の 方 法 の
間 に 継 続 的 ま た は 頻 繁 に 該 媒 質 を 投 与 す る 必 要 は な く 、
(ｂ )次 い で 、 該 方 法 の 実 施 に 必 要 な 十 分 な 時 間 の 経 過 後 、 液 状 化 す る か ま た は 粘 性 が 低 下
し 、 該 腔 か ら 排 泄 ま た は 容 易 に 除 去 さ れ る 、
該 薬 剤 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 薬 剤 で あ っ て 、 該 薬 剤 は 画 像
強 調 媒 質 で あ り 、 該 媒 質 は 、
(ａ )身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 導 入 時 ま た は 導 入 後 、 最 初 は 固 体 、 半 固 体 、 ま た は ゲ ル で あ り
、 そ れ 故 、 該 媒 質 は 、 そ の 方 法 の 間 に 継 続 的 に ま た は 頻 繁 に 投 与 さ れ る 必 要 は な く 、 そ し
て
(ｂ )次 い で 、 一 定 時 間 後 、 液 状 化 す る か ま た は 粘 性 が 低 下 し 、 該 腔 か ら 排 泄 ま た は 容 易 に
除 去 さ れ る 、
該 薬 剤 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る た め の 薬 剤 で あ っ て 、 該 薬 剤 は 画 像
強 調 媒 質 で あ り 、 該 媒 質 は 、
(ａ )十 分 な 粘 性 が あ り 、 そ れ 故 、 継 続 的 ま た は 頻 繁 に 該 媒 質 を 投 与 す る 必 要 は な く 、
(ｂ )そ の 方 法 を 正 常 に 完 了 す る の に 必 要 な 十 分 な 時 間 後 、 該 腔 か ら 容 易 に 排 泄 ま た は 除 去
さ れ る 、
該 薬 剤 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 、 内 視 鏡 検 査 、 MRI、 X-線 、 CTス キ ャ ン 、 お よ び 同 様 の 方 法 (「 医 用 画
像 法 」 と 総 称 )を 含 む 画 像 化 、 放 射 線 撮 影 、 可 視 化 、 ま た は そ の 他 の 同 様 の 医 学 的 な 試 験
お よ び 手 法 に お け る コ ン ト ラ ス ト 強 化 ま た は 拡 張 (身 体 ま た は 器 官 の 「 仮 想 化 さ れ た 」 腔
に 用 い る )に 特 に 有 用 な 媒 質 に 関 す る 。 本 発 明 は 、 コ ン ト ラ ス ト を 強 調 し 、 お よ び ／ ま た
は 身 体 ま た は 器 官 の 腔 を 拡 張 し (通 常 は 仮 想 的 に )、 か つ 、 該 媒 質 は 継 続 的 に 漏 れ る こ と が
な い か 、 ま た は 継 続 的 、 反 復 的 、 ま た は 一 定 頻 度 で 、 漏 れ た コ ン ト ラ ス ト 組 成 物 を 充 填 す
る 必 要 も な い 。 該 媒 質 は 、 該 手 法 を 為 す た め に 一 般 的 に 十 分 な 時 間 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔
中 に 保 持 さ れ 、 次 い で 、 液 状 化 し ま た は 粘 性 低 下 し 該 腔 か ら 除 去 ま た は 排 泄 (expulsion)
を 容 易 に す る の に 十 分 な 初 発 濃 度 (固 体 、 半 固 体 、 ゲ ル 、 ま た は 粘 性 液 の 何 れ で あ っ て も )
と な る よ う に 設 計 さ れ る 。 画 像 化 お よ び 放 射 線 撮 影 試 験 で は 、 該 媒 質 は 、 コ ン ト ラ ス ト を
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強 調 し 、 お よ び 該 腔 を 拡 張 し 得 る 。 可 視 化 試 験 で は 、 該 媒 質 は 、 典 型 的 に 、 光 学 的 に 透 明
で あ り 得 、 内 視 鏡 映 像 に 必 要 な 拡 張 を 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は ま た 、 そ の 有 用 な 媒 質 を 用 い る 、 画 像 化 、 放 射 線 撮 影 、 可 視 化 、 ま た は 他 の 同
様 の 医 学 的 な 試 験 を 構 成 す る 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 お よ び 内 視 鏡 検 査 は 、 種 々 の 体 腔 内 ま た は そ の 近 辺 に 位 置 す る 種 々 の 器 官 の 医 療
検 査 に し ば し ば 用 い ら れ て い る 。 例 え ば 、 子 宮 の 超 音 波 画 像 は 容 易 に 撮 る こ と が で き る 。
体 外 受 精 (IVF)で の 卵 回 収 を 容 易 に す る よ う に 本 来 的 に 設 計 し た 新 規 経 腟 プ ロ ー ブ に よ り
、 子 宮 超 音 波 画 像 の 画 質 お よ び 有 用 性 が 更 に 向 上 す れ た 。 こ の 改 良 点 は 、 膣 に 挿 入 し た 該
プ ロ ー ブ と 分 析 対 象 の 該 器 官 、 こ の 場 合 は 子 宮 、 と が 近 接 す る こ と か ら 可 能 と な る 高 周 波
-高 解 像 度 の 超 音 波 プ ロ ー ブ よ り 直 接 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 子 宮 の 超 音 波 画 像 が 用 い ら れ る 臨 床 上 の 状 況 は 主 に ２ つ の カ テ ゴ リ ー に 別 け ら れ る 。 妊
娠 中 、 超 音 波 は 胎 児 の 成 長 お よ び 健 在 か 否 か を 調 べ る の に 非 常 に よ く 使 用 さ れ る 。 そ し て
、 妊 娠 し て い な い 女 性 で は 、 超 音 波 は 、 特 に 、 出 血 異 常 (機 能 性 子 宮 出 血 (dysfunctional 
uterine bleeding)、 ま た は 「 DUB」 )、 腹 痛 、 お よ び 不 妊 の よ う な 発 症 し た 症 状 を 調 べ る
際 の 子 宮 筋 腫 ま た は ポ リ ー プ な ど の 子 宮 の 病 状 の 確 認 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 妊 娠 中 の 子 宮 お よ び 妊 娠 し て い な い 子 宮 の そ れ ぞ れ の 超 音 波 画 像 で 顕 著 な 違 い は 、 妊 娠
中 の 子 宮 内 に 存 在 す る 羊 水 の 有 無 で あ る 。 妊 娠 中 、 子 宮 内 の 液 体 (羊 水 )は 、 超 音 波 画 像 の
解 像 度 を 顕 著 に 向 上 す る 、 際 立 っ た コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 と し て 機 能 す る 。 羊 水 に よ り 得 ら
れ る コ ン ト ラ ス ト 強 調 の 影 響 を 最 も 受 け る 構 造 は 、 中 枢 神 経 系 構 造 の よ う な 、 液 体 内 相 の
す ぐ 近 く に 位 置 す る 該 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 妊 娠 中 の 超 音 波 画 像 に 特 有 の 利 点 お よ び コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 と し て の 羊 水 の 役 割 が 判 明
し た こ と か ら 、 複 数 の 研 究 者 は 、 妊 娠 し て い な い 子 宮 の 検 査 に も こ れ ら の 利 点 を 見 出 そ う
と し た 。 そ れ 故 、 妊 娠 し て い な い 子 宮 の 超 音 波 画 像 の 解 像 度 に つ い て も 同 様 に 向 上 す る た
め に 、 研 究 者 ら は 、 音 波 透 過 性 ま た は 音 波 非 透 過 性 の 液 体 を 子 宮 腔 に 注 入 し 、 画 像 に お い
て 陰 性 (黒 )ま た は 陽 性 (白 )の コ ン ト ラ ス ト の 強 調 を そ れ ぞ れ 得 よ う と し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 最 も 一 般 的 に は 、 超 音 波 検 査 の 間 、 子 宮 が 拡 張 す る よ う に 適 当 な 圧 力 を 維 持 す る べ く 、
0.9%塩 化 ナ ト リ ウ ム (NaCl、 ま た は 生 理 食 塩 水 )溶 液 (陰 性 コ ン ト ラ ス ト を 供 す る 音 波 透 過
性 溶 液 ) 10-40ミ リ リ ッ タ ー を ゆ っ く り 、 そ し て 継 続 的 に ま た は 反 復 し て 子 宮 腔 に 注 入 す
る 。 こ れ は 、 通 常 、 胚 移 植 用 に 設 計 し た プ ラ ス チ ッ ク カ テ ー テ ル 、 ま た は 種 々 の 他 の カ テ
ー テ ル モ デ ル で 為 し 得 る 。 そ の 液 体 は 継 続 的 に ま た は 反 復 し て 注 入 さ れ な け れ ば な ら な い
。 な ぜ な ら 、 蓋 な し 容 器 (open container)中 の 液 体 に 圧 力 を 幾 分 か け た と き の よ う に 、 こ
の 場 合 に は 子 宮 頚 お よ び ／ ま た は フ ァ ロ ピ ウ ス 管 か ら 該 液 体 が 継 続 的 に 漏 れ 出 す か ら で あ
る 。 カ テ ー テ ル に 、 該 管 で は な く 子 宮 頸 端 で の 漏 れ を 防 止 す る た め に 膨 張 可 能 な バ ル ー ン
ま た は 他 の シ ー リ ン グ 機 構 が 備 え 付 け ら れ 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 今 日 、 子 宮 超 音 波 手 法 に お い て 液 体 注 入 を 含 む 手 法 は 、 最 も 一 般 的 に は 「 ソ ノ ヒ ス テ ロ
グ ラ フ ィ ー 」 と し て 称 せ ら れ る が 、 他 の 名 称 も 知 ら れ て お り 、 そ の 名 前 に は ヒ ス テ ロ サ ル
ピ ン ゴ -コ ン ト ラ ス ト ソ ノ グ ラ フ ィ ー (HyCoSY)、 サ リ ン ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー な ど が る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 原 理 は 単 純 で あ る が 、 超 音 波 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 と し て の 子 宮 内 注 入 物 NaClま た は 他 の
溶 液 の 使 用 は 複 雑 で あ り 、 実 際 に 煩 雑 で あ る 。 検 鏡 を 所 定 の 位 置 に 置 き 、 NaClシ リ ン ジ と
連 結 し た 子 宮 内 カ テ ー テ ル を 、 子 宮 頚 管 を 介 し 子 宮 に 最 初 に 導 入 し な け れ ば な ら な い 。 次
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い で 、 該 カ テ ー テ ル を 子 宮 中 に 保 持 し つ つ 該 検 鏡 を 取 り 除 く 必 要 が あ る 。 腟 内 超 音 波 プ ロ
ー ブ (intra-vaginal ultrasound probe)を 入 れ る た め で あ る 。 最 終 的 に 、 該 プ ロ ー ブ を 片
手 で 膣 に 挿 入 す る 。 こ の と き 該 カ テ ー テ ル が は ず れ な い よ う に 注 意 す る 。 一 方 、 反 対 の 手
で 該 カ テ ー テ ル お よ び 該 シ リ ン ジ を 持 ち 、 プ ラ ン ジ ャ ー を 押 し 子 宮 内 に 液 体 を 流 し 始 め る
。 そ れ 故 、 超 音 波 発 生 機 (ultrasound machine)を 調 節 し 、 そ し て 画 像 文 書 を 保 存 す る た め
の 「 第 三 の 手 」 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 超 音 波 検 査 を 行 う 間 に 子 宮 腔 を 経 て コ ン ト ラ ス ト 液 を 継 続 的 に 送 り 込 む 必 要 が あ る こ と
か ら (該 液 が 継 続 的 に 漏 れ る た め )、 検 査 領 域 (検 診 台 を 含 む )に お い て 便 利 が 悪 く 面 倒 な 該
液 の た ま り が 生 じ 、 こ れ も ま た 患 者 の 苦 痛 の 要 因 と な り 得 る 。 言 う ま で も な く 、 ソ ノ ヒ ス
テ ロ グ ラ フ ィ ー は 、 殆 ど の 婦 人 科 医 に と っ て は 時 間 の か か る 手 法 で あ る と い え 、 非 常 に 具
合 が 悪 く 苦 痛 と な る こ と が 確 実 な 場 合 に の み 仕 方 な く 使 用 さ れ る 傾 向 が あ る 。 こ れ ら の 事
実 上 の 困 難 性 に も か か わ ら ず 、 ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー に よ り 得 ら れ る 超 音 波 画 像 の 画 質
を 向 上 す る こ と は 重 要 で あ り 、 そ れ に よ っ て 子 宮 筋 腫 お よ び ポ リ ー プ の よ う な 子 宮 の 病 状
、 他 に は 、 通 常 の 超 音 波 で は 検 査 不 可 能 ま た は 困 難 で あ る 病 状 を 正 確 に 診 断 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 コ ン ト ラ ス ト 強 調 超 音 波 に よ り 子 宮 内 の 病 状 の よ り 良 い 画 像 が 提 供 さ れ る 。 例 え ば 、 図
1か ら 4参 照 。 図 1A、 2A、 3Aお よ び 4Aは 、 4人 の 患 者 そ れ ぞ れ に お け る 、 子 宮 に お け る 単 な
る 超 音 波 の 結 果 を 示 す 。 図 1B、 2B、 3Bお よ び 4Bは 、 同 一 の 4人 の 患 者 そ れ ぞ れ に お い て 、
本 発 明 の 媒 質 を 用 い 超 音 波 の コ ン ト ラ ス ト を 強 調 し た 結 果 を 示 す 。 本 発 明 に よ り 成 し 遂 げ
ら れ る コ ン ト ラ ス ト お よ び 視 認 性 の 実 質 的 な 強 調 は 、 以 下 に 述 べ る 本 発 明 の 利 便 性 お よ び
利 点 を 得 る こ と の で き な い 典 型 的 な ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー に よ っ て 得 ら れ る 程 度 と 同 程
度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 多 く の 研 究 に お い て 、 子 宮 内 コ ン ト ラ ス ト 媒 質 の 添 加 に よ り 通 常 の 子 宮 ソ ノ グ ラ フ ィ ー
を 超 え る 改 良 が 為 さ れ て い る 。 特 に 、 豊 富 な デ ー タ か ら 、 子 宮 の 通 常 の 超 音 波 の 結 果 お よ
び 能 力 と 比 べ る と 、 子 宮 内 病 状 の 確 認 に サ リ ン ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー の 陽 性 お よ び 陰 性
の 予 測 値 が 優 れ て い る こ と が 判 っ た 。 ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー に よ っ て 容 易 に 確 認 さ れ る
該 病 状 に は 、 粘 膜 下 筋 腫 お よ び 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ が 含 ま れ 、 そ の 二 つ に 共 通 す る の は 機 能
性 子 宮 出 血 の 要 因 と な る こ と で あ る 。 ま た 、 多 く の 学 術 的 研 究 に よ り 判 明 し た 多 く の 臨 床
的 価 値 に も か か わ ら ず 、 ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー の 使 用 は 実 際 の と こ ろ 、 比 較 的 限 定 さ れ
て お り 、 そ れ は 、 該 手 順 は 困 難 で あ り 時 間 が か か る と い う 特 性 に よ る も の で あ る 。 こ れ ら
現 実 的 な 理 由 に よ り 、 ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー は 、 通 常 、 日 々 、 婦 人 科 で 使 用 さ れ て い る
と い う わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 サ リ ン ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー の 変 形 型 で は 、 子 宮 腔 で 低 音 波 発 生 (hypoechogenic)(「
黒 色 」 )で は な く 高 音 波 発 生 (hyperechogenic)(「 白 色 」 )を さ せ る た め 、 通 常 の 生 理 食 塩
水 の よ う な 音 波 透 過 性 (sono-transparent)溶 液 の 代 わ り に 、 Echovist(登 録 商 標 )-200、 Al
bunex(登 録 商 標 )、 ま た は 同 様 な 製 品 の よ う な 音 波 非 透 過 性 (sono-opaque)溶 液 が 使 用 さ れ
る 。 生 理 食 塩 水 の よ う な 「 黒 色 」 の 低 音 波 発 生 性 製 品 を 超 え る 価 値 を 有 す る 「 白 色 」 の 高
音 波 発 生 性 コ ン ト ラ ス ト が 検 討 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 高 音 波 発 生 (「 白 色 」 )媒 質 を 使 用 す る ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー で は 、 使 用 製 品 (Echovis
tお よ び 同 様 の 製 品 )は 、 血 管 内 注 射 用 お よ び 心 臓 超 音 波 の コ ン ト ラ ス ト 強 調 用 に 設 計 さ れ
た 。 そ し て 、 産 科 お よ び 婦 人 科 で の 使 用 は 追 加 的 な も の で あ っ た 。 そ れ ら は 全 て 液 体 で あ
り 、 ち ょ う ど NaClま た は 他 の 「 黒 色 」 の 高 音 波 発 生 性 製 品 の よ う に 該 手 順 を 通 し て 注 入 す
る 必 要 が あ る 。 高 音 波 発 生 (ま た は 陽 性 コ ン ト ラ ス ト )の 手 法 に お い て 要 求 さ れ る １ つ の 利
点 は 、 フ ァ ロ ピ ウ ス 管 、 特 に そ れ に 近 接 す る 部 分 で の 画 像 化 に 陰 性 コ ン ト ラ ス ト ソ ノ ヒ ス
テ ロ グ ラ フ ィ ー (生 理 食 塩 水 な ど )を 使 用 す る と コ ン ト ラ ス ト は 相 対 的 に 消 失 す る の に 対 し
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て 、 該 部 分 で の コ ン ト ラ ス ト 画 像 が 強 調 さ れ る と い う 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し 、 陽 性 コ ン ト ラ ス ト ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー は 卵 管 の 開 通 性 を 確 認 す る の に 使 用
し 得 る と 今 日 の 医 師 の 多 く が 認 識 し て い る も の の 、 従 来 の ヒ ス テ ロ サ ル ピ ン ゴ グ ラ フ ィ ー
(HSG)(X線 を 使 用 す る 検 査 )が 未 だ に 卵 管 の 構 造 を 研 究 す る 上 で の 主 だ っ た 方 法 と な っ て い
る 。 得 ら れ る 卵 管 画 像 の 画 質 が 優 れ て い る か ら で あ る 。 卵 管 の 開 通 性 の 検 査 で は 陽 性 コ ン
ト ラ ス ト ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー よ り も HSGの ほ う が 一 般 的 に 優 れ て い る こ と は 認 め る が
、 陽 性 コ ン ト ラ ス ト ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー は 卵 管 機 能 性 (蠕 動 性 萎 縮 )の 研 究 で 重 要 な 役
割 を す る と 我 々 は 考 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の 関 心 の 高 さ に も か か わ ら ず 、 陽 性 コ ン ト ラ ス ト ソ ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー は 、 陰 性 ソ
ノ ヒ ス テ ロ グ ラ フ ィ ー と 同 様 、 煩 わ し い 「 第 三 の 手 」 を 必 要 と す る 手 法 で あ り 、 コ ン ト ラ
ス ト 液 体 の 注 入 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 保 持 、 お よ び 超 音 波 発 生 機 の 必 要 な 調 節 を 同 時 に 行 う
必 要 が 多 分 に あ る 。 Echovist-200の よ う な 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 製 剤 は 、 注 入 可 能 な 液 体 製 剤
で あ る た め 、 そ の 製 品 は 、 典 型 的 に ま た 、 検 査 の 間 、 継 続 的 に ま た は 定 期 的 に 注 入 さ れ る
必 要 が あ る 。 そ れ 故 、 こ れ ら の 方 法 で も ま た 子 宮 腔 中 に カ テ ー テ ル を 保 持 し て 、 媒 質 を 継
続 的 に ま た は 頻 繁 に 再 充 填 す る 必 要 が あ り 、 通 常 、 好 ま し く な い 水 の よ う な も の を 検 診 台
に 漏 洩 す る 結 果 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 超 音 波 法 と は 異 な り 子 宮 鏡 検 査 法 は 、 コ ン ト ラ ス ト 画 像 と い う よ り 直 接 可 視 化 す る こ と
を 目 的 と す る 、 子 宮 の 内 視 鏡 検 査 で あ る 。 従 っ て 、 そ の 方 法 で は 、 典 型 的 に 、 コ ン ト ラ ス
ト 強 調 剤 を 使 用 す る 必 要 は な い が 、 そ れ で も 、 子 宮 (で な け れ ば 仮 想 腔 、 す な わ ち 、 「 潰
れ た 」 、 そ し て そ れ 故 、 可 視 化 困 難 で あ る も の )を 拡 張 す る 「 画 像 容 易 化 」 媒 質 と し て 使
用 さ れ る 。 こ の タ イ プ の 方 法 は 有 用 で は あ る が 重 大 な 欠 点 が 有 り 、 そ れ に よ っ て 、 そ の 使
用 が 広 ま っ て い な い 。 こ れ ら の 欠 点 と は 、 該 検 査 を 行 っ て い る 間 、 患 者 に 痛 み と 苦 痛 を 与
え る こ と 、 検 査 の 度 毎 に 高 価 な 装 置 を 再 滅 菌 す る 必 要 が あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 子 宮 鏡 検 査 の 間 、 子 宮 鏡 は 子 宮 口 を 通 し 子 宮 腔 に 導 入 さ れ る 。 子 宮 鏡 検 査 に お い て 手 技
は 麻 酔 下 で 行 わ れ 、 そ の 麻 酔 は 通 常 、 全 身 麻 酔 で あ る が 、 脊 髄 麻 酔 ま た は 局 所 麻 酔 (子 宮
頸 部 分 )で も よ い 。 該 方 法 で は 、 比 較 的 大 き な 装 置 、 外 科 手 術 用 子 宮 鏡 を 挿 入 す る た め 約 7
か ら 9mmの 子 宮 頸 部 の 拡 張 が 必 要 で あ る 。 NaCl溶 液 、 リ ン ゲ ル 液 、 ま た は グ リ シ ン 溶 液 の
よ う な 溶 液 （ モ ノ ポ ー ラ ー 凝 固 を 考 え る 場 合 )、 ま た は CO 2 の よ う な 気 体 の 継 続 的 な 注 入 が
、 継 続 的 な 腔 の 拡 張 に 必 要 で あ り 、 出 血 の 洗 浄 に 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 あ る 状 況 で は 、 子 宮 鏡 使 用 手 技 に お い て Hyscon(商 標 )の よ う な 濃 度 の 高 い 溶 液 を 注 入 す
る 。 粘 性 が あ り 、 生 理 食 塩 水 よ り も 僅 か に 濃 度 が 高 い も の の 、 Hysconは そ れ 自 体 、 圧 力 な
し に 該 腔 を 拡 張 す る わ け で は な い 。 そ し て 、 Hysconは 非 常 に 漏 れ 出 し や す く 、 そ の た め 、
そ の 方 法 で も 継 続 的 ま た は 定 期 的 な 注 入 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 子 宮 鏡 は 、 必 要 な ら ば 、 小 規 模 の 外 科 的 装 置 を 該 子 宮 鏡 を 介 し 挿 入 し ポ リ ー プ 、 子 宮 内
膜 下 子 宮 筋 腫 お よ び 瘢 痕 組 織 (癒 着 症 )の よ う な 異 常 構 造 を 切 除 お よ び 除 去 す る か 、 ま た は
電 気 凝 固 ま た は レ ー ザ ー ビ ー ム を 用 い そ れ ら を 焼 き 払 う 方 法 に 典 型 的 に 用 い ら れ る 。 従 っ
て 、 子 宮 鏡 手 術 は 大 が か り に な り や す い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 オ フ ィ ス ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー (office hysteroscopy)は 、 診 断 目 的 に の み 用 い ら れ る 簡 単
な も の で あ る 。 オ フ ィ ス ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー に 使 用 す る 装 置 の サ イ ズ は 比 較 的 小 さ い (直 径 3
-5mm)た め 、 医 師 は 子 宮 頸 管 の 拡 張 お よ び 麻 酔 を 避 け る こ と が で き る 。 に も か か わ ら ず 、
そ の 方 法 に は 痛 み お よ び 苦 痛 が 伴 い 、 そ の た め 、 こ の 形 式 の 方 法 は 未 だ に 幾 分 制 限 さ れ る
。 子 宮 内 視 鏡 手 術 に に お い て の 場 合 と 同 様 、 子 宮 腔 を 拡 張 さ せ そ れ に よ り 可 視 化 す る た め
、 溶 液 ま た は 気 体 を 検 査 の 間 を 通 し て 注 入 し な け れ ば な ら な い 。 も ち ろ ん 、 注 入 自 体 (圧
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力 に よ り 行 わ れ る )、 お よ び 漏 れ た 液 体 に よ り 典 型 的 に 生 じ た 混 乱 は 、 患 者 の 苦 痛 の 更 な
る 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ の た め 、 (1)陰 性 ま た は 陽 性 子 宮 内 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 の 超 音 波 コ ン ト ラ ス ト 強 調 特
性 を 提 供 す る 製 品 で あ っ て 、 子 宮 腔 を 僅 か に 拡 張 す る こ と に よ り 、 超 音 波 検 査 の 間 に 継 続
的 に 液 体 を 灌 流 す る こ と が 必 要 と な る 漏 れ を 生 じ さ せ ず に コ ン ト ラ ス ト 中 間 相 (contrast 
interphase)が 得 ら れ る も の 、 ま た は (2)光 学 的 に 透 明 で あ り 、 か つ 、 子 宮 鏡 検 査 法 に 必 要
な 拡 張 を 提 供 す る (該 媒 質 の 継 続 的 な 灌 流 に 大 き な 装 置 は 必 要 で は な い )製 品 、 ま た は そ の
両 方 を 提 供 す る 製 品 は 、 本 分 野 の 両 態 様 に お い て 非 常 に 大 き な 利 点 と な る だ ろ う 。 か か る
製 品 が あ れ ば 、 内 視 鏡 に よ る 方 法 は 厄 介 な も の で も 、 不 快 で も な く 、 面 倒 で も な く 、 そ し
て よ り 便 利 で 効 率 的 な も の と な る だ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 か か る 製 品 は 、 ゲ ル の よ う な 粘 性 を 有 す る か 、 そ う で な く と も 検 査 中 、 子 宮 内 注 入 後 に
子 宮 腔 に 保 持 さ れ 得 る よ う な も の で あ る べ き で あ る 。 こ れ に よ り 、 医 師 は 、 注 入 後 に 検 鏡
お よ び 子 宮 内 カ テ ー テ ル を 取 り 除 く こ と が で き 、 該 検 査 中 に 該 製 品 を 継 続 的 に 注 入 す る こ
と な く 自 由 に 超 音 波 ま た は 子 宮 鏡 検 査 法 を 行 う こ と が で き る 。 更 な る 利 点 は 、 得 ら れ る 画
像 に は 子 宮 内 カ テ ー テ ル に よ り 生 ず る 画 像 の 乱 れ が な い と い う 点 で あ る 。 理 想 的 な 製 品 は
次 い で 、 適 当 な 時 間 後 液 状 化 、 あ る い は 他 の 態 様 に て 除 去 が 容 易 と な り 、 そ れ に よ っ て 、
永 続 的 に 残 存 す る わ け で な く 、 む し ろ 超 音 波 検 査 の 完 了 後 子 宮 腔 か ら 排 泄 さ れ る べ き で あ
る 。 粘 性 ゲ ル の 粘 性 を 残 す 物 質 が 子 宮 内 に 残 存 す る の は 、 生 殖 の 妨 げ と な る 可 能 性 が あ り
、 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 画 像 を 強 調 す る 」 媒 質 と は 、 例 え ば 、 超 音 波 ま た は 内 視 鏡 検 査 の
よ う な 方 法 の 際 に 身 体 ま た は 器 官 の 腔 を 拡 張 さ せ る こ と に よ り 、 お よ び ／ ま た は 超 音 波 検
査 の よ う な 画 像 化 方 法 の 際 に コ ン ト ラ ス ト を 改 善 す る こ と に よ り 、 医 療 検 査 の 際 に コ ン ト
ラ ス ト お よ び ／ ま た は 直 接 的 な 可 視 化 を 向 上 ま た は 容 易 に す る 媒 質 を 意 味 す る 。 従 っ て 、
コ ン ト ラ ス ト 強 調 も 本 明 細 書 で は 、 コ ン ト ラ ス ト 画 像 を 単 に 向 上 ま た は 改 善 す る と い う 純
粋 な 意 味 よ り も 広 い 意 味 で 使 用 す る 。 代 わ り に 、 我 々 は 、 該 コ ン ト ラ ス ト を 文 字 通 り 強 調
す る こ と に よ り 、 ま た は 検 査 す る 表 面 の 拡 張 を 容 易 に す る こ と に よ り 、 そ れ ら 何 れ か に よ
る か ま た は そ れ ら 両 方 に よ り 、 一 般 的 に 画 像 化 、 放 射 線 撮 影 、 可 視 化 、 ま た は 他 の 同 様 の
技 術 を 向 上 ま た は 容 易 に す る こ と を い う の に 該 用 語 を 文 章 中 で 適 宜 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る と き 、 「 相 変 化 す る 」 ま た は 「 相 シ フ ト す る 」 媒 質 と は 、 医 療 検 査
の 際 に 身 体 ま た は 器 官 の 腔 内 で は 最 初 は 多 く が 固 体 ま た は 半 固 体 で あ る が 、 そ の 後 、 多 く
が 液 体 に 変 化 ま た は シ フ ト し 該 腔 か ら の 除 去 ま た は 排 泄 し や す く な る (好 ま し く は 該 方 法
が 完 了 し た 後 )も の で あ る 。 対 照 的 に 、 「 粘 性 変 化 す る 」 ま た は 「 粘 性 シ フ ト す る 」 媒 質
と は 、 医 療 検 査 の 際 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 使 用 す る と き に は 、 よ り 粘 性 が あ る が 、 そ の
後 、 粘 性 は 低 く な り 、 該 腔 か ら 除 去 ま た は 排 泄 し や す く な る (好 ま し く は 該 方 法 が 完 了 し
た 後 )も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る と き 、 「 固 体 」 、 「 半 固 体 」 ま た は 「 ゲ ル 」 状 態 ま た は 相 で あ る 媒
質 と は 、 物 理 的 に 十 分 に 安 定 (す な わ ち 、 液 体 ま た は 気 体 状 と い う よ り も む し ろ 比 較 的 、
固 体 で あ る か ま た は 粘 性 が あ る )で あ り 、 医 療 検 査 の 際 に は 継 続 的 ま た は 頻 繁 に 充 填 す る
必 要 が 典 型 的 に な く 身 体 ま た は 器 官 の 腔 内 に 実 質 的 に 残 存 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る と き 、 医 療 検 査 を 行 う の に 「 十 分 な 時 間 」 と は 、 典 型 的 に は 、 少 な
く と も 数 分 、 一 般 的 に は 約 ３ か ら １ ０ 分 、 お よ び 好 ま し く は 約 ５ か ら ７ 分 の オ ー ダ ー で あ
る 。 そ の 十 分 な 時 間 、 本 発 明 の 組 成 物 が 所 定 の と こ ろ に あ る 間 に 、 方 法 は 通 常 完 了 す る 。
液 状 化 ま た は 粘 性 が 減 少 す る か ど う か 、 次 い で 該 組 成 物 が 身 体 ま た は 器 官 の 腔 か ら 漏 れ る
か 否 か 、 ま た は 迅 速 に お よ び 容 易 に 除 か れ る か 否 か 。 一 般 的 に 、 該 腔 で は 、 該 腔 内 に 最 初
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に 置 い て か ら 約 ７ か ら ２ ０ 分 以 内 、 好 ま し く は 約 １ ０ か ら １ ５ 分 以 内 で 該 組 成 物 は 殆 ど な
く な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る と き 、 「 医 用 画 像 」 と は 、 評 価 、 診 断 、 観 察 、 治 療 な ど を 含 む 種 々
の 目 的 に て 、 特 定 の 関 心 事 ま た は 症 状 の た め 、 ま た は 単 に 予 防 の た め に 用 い ら れ る 、 身 体
も し く は 器 官 の 腔 ま た は 隣 接 組 織 を 検 査 す る 画 像 化 、 放 射 線 撮 影 、 可 視 化 、 ま た は 他 の 同
様 の 方 法 を い う 。 そ の 方 法 に は 、 例 え ば 、 超 音 波 、 内 視 鏡 検 査 、 MRI、 X-線 、 ヒ ス テ ロ サ
ル ピ ン ゴ グ ラ ム (HSG)、 CT(コ ン ピ ュ ー タ ー 断 層 撮 影 )ス キ ャ ン (何 れ も 「 医 用 画 像 法 」 )が
含 ま れ る 。 同 様 に 、 医 用 画 像 組 成 物 ま た は 媒 質 と は 、 そ の 医 用 画 像 法 で の 使 用 を 目 的 と す
る も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 は 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 で 使 用 す る 医 用 画 像 組 成 物 に 関 す る
。 該 組 成 物 に は 、 画 像 強 調 、 粘 性 シ フ ト 媒 質 が 含 ま れ 、 そ れ は 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔 へ の
導 入 時 ま た は 導 入 後 画 像 法 が 完 了 す る の に 十 分 な 時 間 、 該 腔 内 の 所 定 の 位 置 に 実 質 的 に 保
持 さ れ る の に 十 分 な 初 期 粘 性 ま た は 粘 稠 性 を 有 す る 。 有 利 な こ と に 、 該 組 成 物 で は ま た 、
そ の 後 、 該 身 体 ま た は 器 官 の 腔 か ら 容 易 に 該 媒 質 が 排 泄 ま た は 除 去 さ れ る よ う に 粘 性 ま た
は 粘 稠 性 が 十 分 に 減 少 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の １ つ の 実 施 態 様 で は 、 媒 質 は 身 体 ま た は 器 官 の 腔 へ の 導 入 時 ま た は 導 入 後 最 初
は 固 体 、 半 固 体 、 ま た は ゲ ル で あ る 。 そ の た め 、 該 媒 質 を 、 画 像 法 の 間 、 継 続 的 に ま た は
頻 繁 に 投 与 す る 必 要 は な い 。 こ の 実 施 態 様 で は 、 該 媒 質 は 、 一 定 時 間 後 、 典 型 的 に は 液 状
化 す る か ま た は 粘 性 が 低 下 し 、 そ れ に よ っ て 腔 か ら 容 易 に 排 泄 ま た は 除 去 し 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 特 定 の 実 施 態 様 で は 、 媒 質 は 特 有 の 性 質 を 有 す る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 そ の
性 質 に よ っ て 該 媒 質 は 膣 の 超 音 波 検 査 で の 使 用 に 適 し た 組 成 物 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 な る 実 施 態 様 で は 、 媒 質 は 、 組 成 物 の 特 定 の 温 度 変 化 に 応 じ て 液 状 化 す る か 粘 性 が 減
少 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 媒 質 に は 、 １ 以 上 の ポ リ マ ー お よ び 所 望 に よ り １ 以 上 の ア ジ ュ バ ン ト ま た は 治 療 剤 が 含
ま れ 得 る 。 使 用 す る 該 ア ジ ュ バ ン ト ま た は 治 療 剤 に は 、 典 型 的 に 抗 感 染 性 剤 ま た は 放 射 線
不 透 過 性 剤 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 は ま た 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 医 用 画 像 法 を 行 う 方 法 に 関 係 す る 。 あ る 実 施 態 様
で は 、 該 方 法 は 、 (a)本 発 明 の 組 成 物 を 子 宮 の よ う な 腔 中 に 入 れ る こ と 、 (b)該 画 像 法 を 行
う こ と 、 そ し て (c)該 腔 か ら 該 組 成 物 を 除 去 ま た は 排 泄 さ せ る こ と を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔 に 用 い る 医 用 画 像 法 に 使 用 す る 画 像 強 調 組 成 物 の
製 造 に お け る 本 発 明 の 媒 質 の 使 用 に 関 係 す る 。 使 用 す る 該 媒 質 は 、 典 型 的 に 十 分 な 粘 性 を
有 し て お り 、 そ の た め 、 該 方 法 の 間 、 継 続 的 に ま た は 頻 繁 に 投 与 す る 必 要 が な い が 、 該 方
法 を 正 常 に 完 了 す る の に 十 分 な 時 間 経 過 後 に 該 腔 か ら 容 易 に 排 泄 ま た は 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ ら の 実 施 態 様 の う ち の 何 れ か に お い て 、 最 初 の 粘 性 ま た は 固 体 、 固 体 状 、 ま た は ゲ
ル 状 態 は 、 媒 質 の ポ リ マ ー ま た は 他 の 成 分 を 使 用 す る こ と に よ り 部 分 的 ま た は 全 体 的 に 生
じ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 媒 質 は 、 僅 か な 圧 力 で 身 体 ま た は 器 官 の 腔 を 拡 張 さ せ 、 医 用 画 像 化 に 付 随 す る
、 更 な る 該 媒 質 の 継 続 的 注 入 を 行 う こ と な く 該 腔 を 医 用 画 像 化 し 得 る 。 良 好 な 画 質 が 、 該
媒 質 が 液 状 化 す る ま で (そ れ は 、 画 像 が 悪 く な る か 該 媒 質 が 失 わ れ る こ と に よ り 検 査 状 態
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が 悪 く な る 時 点 で あ る )、 典 型 的 に 得 る こ と が 可 能 で あ る 。 該 媒 質 は 、 継 続 的 な 注 入 の 必
要 が 全 く な く 子 宮 腔 を 全 体 的 に 検 査 す る の に 十 分 な 時 間 を 得 る こ と を 目 的 と す る が 、 よ り
長 時 間 、 該 検 査 を 行 う こ と が 必 要 な ら ば 、 第 二 ま た は 更 な る 追 加 的 な 適 用 を 一 般 的 に 行 い
得 る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 面 の 簡 単 な 説 明
　 図 １ Ａ お よ び １ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 患 者 #1に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 お よ び 本 発 明 を 使 用
し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。 図 １ Ｂ は 、 図 １ Ａ で は 見 ら れ な い 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ (10)の 陽 性 結
果 を 示 す 。 組 織 学 的 に ポ リ ー プ の 存 在 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ Ａ お よ び ２ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 患 者 #2に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 お よ び 本 発 明 を 使 用
し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。 図 ２ Ｂ は 、 図 ２ Ａ で は 見 ら れ な い 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ ま た は 子 宮 筋
腫 (11)を 示 す 陽 性 結 果 を 示 す 。 組 織 学 的 に ポ リ ー プ の 存 在 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ Ａ お よ び ３ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 患 者 #3に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 お よ び 本 発 明 を 使 用
し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。 図 ３ Ｂ は 、 図 ３ Ａ で は 見 ら れ な い 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ (10)を 示 唆 す
る 陽 性 結 果 を 示 す 。 組 織 学 的 に ポ リ ー プ の 存 在 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ Ａ お よ び ４ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 、 患 者 #4に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 お よ び 本 発 明 を 使 用
し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。 図 ４ Ｂ は 、 図 ４ Ａ で は 見 ら れ な い 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ ま た は 子 宮 筋
腫 (11)を 示 唆 す る 陽 性 結 果 を 示 す 。 組 織 学 的 に ポ リ ー プ の 存 在 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ お よ び ６ は 、 本 発 明 を 使 用 し た 他 の ２ 人 の 患 者 の 子 宮 鏡 検 査 の 結 果 を 示 す 。 図 ５ は
子 宮 ポ リ ー プ (12)を 示 し 、 図 ６ は 子 宮 の 癒 着 ま た は 瘢 痕 (13)を 示 す 。 両 方 の 結 果 と も 、 そ
の 後 に 外 科 的 子 宮 鏡 検 査 法 に よ り 確 認 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 の 詳 細 な 説 明
　 本 発 明 は 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔 の 、 検 査 、 評 価 、 診 断 、 治 療 、 観 察 、 お よ び 検 診 な ど の
目 的 の 医 用 画 像 法 で 媒 質 と し て 使 用 す る 便 利 の 良 い コ ン ト ラ ス ト 強 調 組 成 物 を 提 供 す る 。
該 腔 が 、 空 っ ぽ で あ る が 拡 張 お よ び 開 い て は お ら ず 、 空 っ ぽ の バ ル ー ン と 同 様 に 潰 れ 、 折
り 込 ま れ る 傾 向 に あ る と い う 点 で 典 型 的 に 「 仮 想 的 な 腔 」 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ の 方 法 に は 、 例 え ば 、 超 音 波 検 査 、 内 視 鏡 検 査 、 MRI、 X-線 、 ヒ ス テ ロ サ ル ピ ン ゴ グ
ラ ム (HSG)、 CTス キ ャ ン が 含 ま れ る 。 特 定 の 方 法 を 確 実 に 行 え 、 該 方 法 に 適 当 と な る よ う
に 、 媒 質 は 、 生 理 食 塩 水 ま た は 同 様 の 注 入 物 の コ ン ト ラ ス ト 強 調 特 性 を 供 し 得 る 。 該 コ ン
ト ラ ス ト を 強 調 す る 効 果 は 、 例 え ば 生 理 食 塩 水 ま た は 同 様 の 溶 液 に よ り 生 ず る 「 黒 色 」 の
中 間 相 、 ま た は Echovistの よ う な 高 音 波 発 生 溶 液 に よ り 生 ず る 「 白 色 」 の 中 間 相 か ら 得 る
こ と が で き る 。 何 れ の 場 合 に お い て も 、 コ ン ト ラ ス ト 剤 に よ り 生 ず る 中 間 相 は 、 様 々 な 濃
さ の 灰 色 で 表 示 さ れ る 周 囲 の 構 造 と は 異 な る 。 コ ン ト ラ ス ト 強 調 が 望 ま し い か 否 か に か か
わ ら ず 、 該 媒 質 は ま た 、 該 方 法 の 間 に 著 し い 漏 れ が な く ま た は 継 続 的 ま た は 定 期 的 な 再 充
填 の 必 要 が な く 所 定 の 位 置 に と ど ま る 能 力 を 有 す る 一 方 、 該 方 法 が 完 了 す る の に 十 分 な 時
間 経 過 後 に 相 ま た は 粘 性 が 変 化 す る か 、 ま た は そ の 他 の 態 様 に て 完 了 時 に 身 体 ま た は 器 官
の 腔 か ら 簡 単 に そ し て 容 易 に 排 泄 さ れ ま た は 除 去 さ れ る 能 力 を 有 し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 媒 質 を 注 入 す る た め の 圧 力 が 下 が る と 患 者 の 苦 痛 は 和 ら ぐ 。 本 発 明 の 媒 質 は 、 子 宮 頸 部
お よ び チ ュ ー ブ か ら の 継 続 的 な 漏 れ に 打 ち 勝 つ 必 要 が な い た め 、 典 型 的 に よ り 低 圧 で お よ
び 従 来 技 術 の 媒 質 よ り も 圧 力 を 掛 け る 時 間 が 短 く て 注 入 さ れ 得 る 一 方 、 身 体 ま た は 器 官 の
腔 は 十 分 に 拡 張 し 得 る 。 こ の 圧 力 の 低 下 お よ び 加 圧 時 間 の 短 縮 化 は 患 者 の 苦 痛 を 最 少 限 に
す る の に 役 立 つ 。 更 に 、 該 方 法 に お い て 該 チ ュ ー ブ を 介 し て 骨 盤 腔 中 へ 大 量 に 漏 れ る (spi
llage)こ と が な く な り 、 更 に 、 本 発 明 を 使 用 す る 方 法 に よ っ て 苦 痛 は 除 か れ る こ と に な る
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。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 観 察 、 診 断 、 治 療 ま た は 他 の 目 的 の 何 れ か を 目 的 と す る 、 以 下 に 限 ら な い が
、 x線 、 超 音 波 、 CTス キ ャ ン ま た は MRIの よ う な 従 来 の 「 画 像 化 」 法 、 HSGま た は CTス キ ャ
ン の よ う な 放 射 線 撮 影 検 査 、 ま た は 内 視 鏡 の よ う な 直 接 の 可 視 化 技 術 を 含 む 種 々 の タ イ プ
の 医 用 画 像 法 に 有 用 と な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 考 察 の よ う に 、 妊 婦 に 行 う 超 音 波 検 査 の 場 合 、 羊 水 が 子 宮 内 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 と
し て の 役 割 を し 、 陰 性 ま た は 「 黒 色 の 」 音 波 面 領 域 (sonic interface)を 供 す る こ と と な
る 。 妊 娠 し て い な い 子 宮 で は 、 子 宮 腔 に は コ ン ト ラ ス ト 面 領 域 (contrasting interface)
が 無 く ～ 潰 れ る こ と に よ り 生 じ た 子 宮 の 折 り 目 、 お よ び 小 さ な 空 隙 に よ り 容 易 に 可 視 化 す
る こ と が で き な い ～ 詳 細 な 画 像 を 得 る こ と が で き な い 。 そ れ 故 、 正 常 お よ び 病 態 画 像 (ポ
リ ー プ 、 ま た は 粘 膜 下 筋 腫 な ど )が し ば し ば 不 鮮 明 と な り 、 最 終 的 な 診 断 が で き な い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー は 妊 婦 に お け る 超 音 波 検 査 と 似 て お り 、 良 好 な 画 質 が 得 ら れ る
。 し か し 、 ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー は 煩 わ し く 、 時 間 が か か り 、 そ し て 不 便 で あ り 、 典 型
的 に ２ 人 以 上 で 実 施 す る 必 要 が あ る 。 本 発 明 で は 、 ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー に お い て 鍵 と
な る 利 点 を 供 し 、 こ れ ら 主 た る 問 題 点 を さ け る べ く 創 意 工 夫 し た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 高 音 波 発 生 (「 白 色 」 )媒 質 を 用 い る ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー は 、 子 宮 の 病 状 お よ び 卵 管
の 構 造 （ 開 通 性 )の 検 査 に 推 奨 さ れ て い る 。 使 用 す る 製 品 (Echovist、 お よ び 同 様 の 製 品 )
は 、 腔 内 注 射 お よ び 心 臓 超 音 波 検 査 で の コ ン ト ラ ス ト 強 調 用 に 設 計 さ れ た も の で あ る 。 産
科 お よ び 婦 人 科 で の そ の 使 用 は 追 加 的 な も の で あ っ た 。 こ れ ら の 製 品 は 液 体 で あ り 、 ち ょ
う ど NaCl溶 液 の よ う に そ の 手 順 に よ り 注 入 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 経 験 上 、 こ れ ら の 製 品 は 、 ポ リ ー プ お よ び 粘 膜 下 筋 腫 の よ う な 子 宮 内 の 病 状 の 確 認 で は
NaClよ り 優 れ て い る わ け で は な い こ と が わ か っ た 。 医 師 の 中 に は 、 シ ャ ド ー イ ン グ 効 果 が
生 じ や す い た め 生 理 食 塩 水 の ほ う が 望 ま し い と 考 え る も の も い る 。 し か し 、 卵 管 検 査 で は
、 白 色 コ ン ト ラ ス ト は 、 生 理 食 塩 水 溶 液 の よ う な 陰 性 (「 黒 色 」 )媒 質 よ り も 幾 分 優 れ て い
た 。 そ う は 言 う も の の 、 卵 管 解 剖 学 的 検 査 で の こ れ ら の 製 品 の 価 値 に は 疑 問 が 残 る 。 未 だ
HSG(x線 )の ほ う が 優 れ て い る た め で あ る 。 我 々 は 、 「 白 色 」 製 品 を 卵 管 機 能 の 試 験 に 使 用
し 得 る こ と を 証 明 し 得 る と 考 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 特 定 の 実 施 態 様 で は 、 相 シ フ ト 子 宮 コ ン ト ラ ス ト 媒 質 (PSCM)を 用 い て お り 、 ヒ
ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー で 得 ら れ る 子 宮 画 像 の 画 質 に 匹 敵 す る 一 方 、 通 常 の 膣 超 音 波 検 査 の
使 用 は 簡 単 と な り 、 非 常 に 容 易 と な る 。 例 え ば 、 以 下 の 実 施 例 １ 参 照 。 通 常 の 卵 移 植 カ テ
ー テ ル を 子 宮 内 に 挿 入 す る と き 、 該 媒 質 は 濃 厚 で あ り 、 適 度 に 腔 を 拡 張 す る 。 使 用 す る 特
定 の PSCM(水 の 音 波 特 性 を 有 す る )は 、 陰 性 ま た は 「 黒 色 」 の コ ン ト ラ ス ト を 供 し 、 子 宮 内
膜 ポ リ ー プ お よ び ／ ま た は 粘 膜 下 筋 腫 の よ う な 腔 内 で 突 き 出 た 構 造 を 鮮 明 に 可 視 化 す る 。
相 シ フ ト 特 性 を 有 し て い る こ と か ら 、 該 PSCMは 後 に そ れ 自 体 の 温 度 が 上 昇 し 体 温 に 到 達 し
液 状 化 す る 。 一 旦 、 液 体 に な る と 、 子 宮 の 拡 張 は 終 了 し 、 該 PSCMは 排 泄 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ れ 故 、 本 発 明 の 特 定 の 実 施 態 様 は 、 「 白 色 」 ま た は 「 黒 色 」 コ ン ト ラ ス ト 強 調 特 性 を
有 す る 、 子 宮 超 音 波 検 査 法 用 の 水 性 ゲ ル で あ り 得 る 。 該 ゲ ル は 、 超 音 波 検 査 の 間 、 子 宮 腔
に と ど ま る こ と が で き る 。 所 定 の 時 間 、 一 般 的 に 約 3-10分 で 、 該 ゲ ル は 液 状 化 し 、 子 宮 の
蠕 動 に よ り 該 子 宮 腔 か ら 排 泄 さ れ る 。 こ の 排 泄 は 、 ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー の よ う な 、 従
来 技 術 に お い て 生 理 食 塩 水 の 注 入 に よ っ て 、 子 宮 か ら ま だ 漏 れ 出 し て い な か っ た 残 り を 排
泄 さ せ る の に 似 て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 あ る 実 施 態 様 に お い て 、 時 限 的 な 粘 性 は 温 度 に 依 存 す る 。 例 え ば 、 室 温 ま た は そ れ よ り
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低 い 温 度 の そ の 組 成 物 は 、 子 宮 に 挿 入 さ れ た と き 、 体 温 (粘 性 を 喪 失 す る 温 度 )に 到 達 す る
ま で 初 期 の 高 い 粘 性 を 有 し て お り 、 そ の 温 度 に よ っ て 液 体 と な り 、 容 易 に 排 泄 さ れ る 。 こ
れ に よ り 、 通 常 の 子 宮 内 人 工 授 精 (intrauterine insemination)(IUI)に 必 要 な 清 浄 手 順 お
よ び 予 防 措 置 お よ び 全 て の 子 宮 内 手 順 を 用 い 、 該 IUIで 受 精 卵 輸 送 に 使 用 す る 簡 単 な プ ラ
ス チ ッ ク カ テ ー テ ル に 似 た も の を 用 い 子 宮 内 膜 腔 (endometrial cavity)中 に 約 2-7ccの 子
宮 ゲ ル を 注 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 超 音 波 検 査 法 で は 、 カ テ ー テ ル お よ び 検 鏡 を 取 り 除 き 、 そ し て 超 音 波 検 査 を 膣 お よ び 腹
部 超 音 波 検 査 の 全 て に お い て 通 常 通 り に 行 う 。 子 宮 ゲ ル は 、 十 分 な 時 間 、 超 音 波 検 査 が 完
了 す る ま で 粘 性 を 有 し て お り 、 そ の 一 方 、 従 来 、 複 雑 な 「 第 三 の 手 」 が 必 要 な ヒ ス テ ロ ソ
ノ グ ラ フ ィ ー 法 の み に よ っ て 得 ら れ て い た コ ン ト ラ ス ト 強 調 と 同 様 の 強 調 が 利 点 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 子 宮 鏡 検 査 法 で は 、 同 一 タ イ プ の 媒 質 が 典 型 的 に 使 用 さ れ 得 る が 、 一 般 的 に コ ン ト ラ ス
ト 強 調 を 供 す る 必 要 は な い 。 代 わ り に 、 そ の 媒 質 は 通 常 光 学 的 に 透 明 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 子 宮 鏡 検 査 法 で は 、 子 宮 腔 の 内 部 の 様 子 を 直 接 可 視 化 す る 。 該 方 法 で は 、 子 宮 は 人 為 的
に 拡 張 さ せ る 必 要 が あ る 。 子 宮 の 潰 れ た 、 折 り た た ま れ た 壁 で は な く 全 体 像 を 得 る た め で
あ る 。 使 用 さ れ る 装 置 (子 宮 鏡 )は 、 照 明 を 提 供 し 子 宮 腔 内 を 可 視 化 す る 光 フ ァ イ バ ー シ ス
テ ム と 、 該 腔 を 拡 張 す る の に 十 分 な 圧 力 の 溶 液 ま た は 気 体 を 注 入 す る 機 構 と が 組 み 合 わ さ
れ て お り 、 そ れ に よ り 子 宮 壁 を 見 る こ と が で き る 。 子 宮 頚 管 へ の 挿 入 に 伴 う 苦 痛 を 最 小 限
に す る た め 、 診 断 目 的 に の み に 制 限 さ れ る オ フ ィ ス ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー を 用 い 装 置 を 小 型 化
す る 。 し か し 、 小 型 化 は 、 現 在 の 子 宮 鏡 の 複 雑 さ 故 に 、 特 に 注 入 装 置 と 光 学 シ ス テ ム と を
組 み 合 わ せ る 必 要 が あ る た め に 制 限 さ れ る 。 こ れ ら 工 学 的 制 限 が 要 因 と な っ て 、 オ フ ィ ス
ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー で は 未 だ に 相 当 に 痛 み を 伴 い 、 そ の た め 、 そ の 通 常 の お よ び 頻 繁 な 使 用
の 障 害 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 子 宮 鏡 を 小 型 化 し 該 方 法 に よ る 痛 み を 和 ら げ よ う と す る 試 み よ っ て 、 コ ン タ ク ト ヒ ス テ
ロ ス コ ピ ー (contact hysteroscopy)が 開 発 さ れ た 。 コ ン タ ク ト ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー は 、 子 宮
腔 を 拡 張 さ せ る こ と な く 頚 管 内 お よ び 子 宮 内 膜 の 粘 膜 を 直 接 可 視 化 す る こ と か ら な り 、 そ
の た め 、 該 腔 の 全 体 像 が 得 ら れ る と い う こ と は な い 。 こ の 場 合 、 単 一 の ガ ラ ス カ ラ ム (注
入 装 置 を 有 す る 鞘 は な い )を 搭 載 し た 硬 質 な ス コ ー プ は 、 頚 管 内 お よ び 子 宮 内 膜 の 粘 膜 を
直 接 可 視 化 す る 。 光 学 増 幅 シ ス テ ム を 用 い て 観 察 し た 場 合 、 該 粘 膜 (頚 管 内 お よ び 子 宮 内
膜 )の 組 織 学 的 診 断 が あ る 程 度 可 能 と な る 。 こ の た め 、 コ ン タ ク ト ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー は 、
癌 、 出 血 の 組 織 学 的 要 因 の ス ク リ ー ニ ン グ に 用 い ら れ 、 ま た 子 宮 内 膜 日 付 診 断 （ function
al dating） に 用 い ら れ る 可 能 性 も あ る 。 し か し 、 子 宮 腔 は 拡 張 し て い な い た め 、 コ ン タ
ク ト ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー で は 、 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ ま た は 粘 膜 下 筋 腫 (外 科 的 な 除 去 を 必 要 と
す る 機 能 不 全 性 子 宮 出 血 (DUB)で 最 も よ く あ る 解 剖 学 的 要 因 )に 必 要 な 全 体 像 は 得 ら れ な い
。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 子 宮 腔 の 内 視 鏡 検 査 に お い て 、 拡 張 さ せ る た め の 液 体 ま た は 気 体 を 注 入 す る 必 要 性 を 除
く べ く 、 光 学 的 に 透 明 な 、 相 シ フ ト 媒 質 (PSM)を 使 用 し 得 る 。 そ の 新 規 媒 質 は 例 え ば 室 温
で は 十 分 粘 性 が あ り 、 内 視 鏡 検 査 に お い て 子 宮 腔 を 拡 張 す る 特 性 を 有 す る 。 数 分 の 後 、 体
温 に 到 達 す る と 液 状 化 し 、 子 宮 腔 か ら 自 然 に 排 泄 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 か か る 一 時 的 な ゲ ル 相 、 ま た は 他 の 有 用 媒 質 の 粘 性 は 上 に 説 明 し た よ う に 熱 感 受 性 で あ
る か 、 別 の 態 様 に て 一 定 時 間 後 に 液 体 組 成 物 に 変 化 し 得 る 。 好 ま し く は 、 該 媒 質 は 、 半 固
体 ま た は 固 体 (ゲ ル の よ う な )か ら 液 体 に 変 化 す る 相 ま た は 粘 性 シ フ ト 特 性 を 有 し て い る 。
該 媒 質 の 物 理 的 特 性 の う ち の 該 変 化 の 特 性 (お よ び 該 変 化 の タ イ ミ ン グ お よ び き っ か け )は
１ 以 上 の 要 因 に 依 存 し 得 る 。 例 え ば 、 形 態 変 化 の き っ か け と な り 得 る 要 因 は 、 ｐ Ｈ 、 温 度
、 剪 断 力 (shear)ま た は 圧 力 の 変 化 、 更 な る 物 質 (例 え ば 、 塩 、 溶 媒 、 酸 性 物 質 ま た は 塩 基
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性 物 質 )の 存 在 、 電 位 の 適 用 、 ま た は 単 な る 時 間 の 経 過 の よ う な 種 々 の 状 態 に 基 づ き 得 る
。 一 旦 、 該 媒 質 が 液 状 化 す る と 、 そ の 変 化 し た 特 性 に よ り 、 相 シ フ ト 過 程 の 完 了 に よ っ て
任 意 の 液 体 の よ う に 排 泄 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 媒 質 の 特 定 組 成 物 に 依 存 し て 、 そ の 媒 質 は 、 超 音 波 画 像 に お け る 陰 性 (黒 色 )ま た は 陽 性
(白 色 )の 何 れ か の コ ン ト ラ ス ト 付 加 物 を 提 供 し 得 る 。 該 媒 質 の 相 シ フ ト ま た は 粘 性 シ フ ト
特 性 は 、 子 宮 の よ う な 身 体 ま た は 器 官 の 仮 想 腔 の 超 音 波 画 像 ま た は 内 視 鏡 検 査 用 の 画 像 強
調 物 と し て の 使 用 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の 熱 感 受 性 ま た は 他 の 一 時 的 な 粘 性 は 、 医 薬 組 成 物 に 有 用 な 特 定 成 分 の 特 定 の ゲ
ル 形 成 特 性 に 由 来 し 得 る も の で あ る 。 例 え ば 、 カ ル ボ マ ー 934P、 ま た は カ ル ボ マ ー 974Pの
よ う な 特 定 の ポ リ マ ー は 、 「 一 時 的 な 」 粘 性 を 供 す る 本 発 明 の 方 法 に 有 用 と な り 得 る 。 こ
れ ら ポ リ マ ー ま た は 他 の 成 分 は 、 例 え ば 、 低 温 で は 粘 性 の あ る 組 成 物 中 に お い て 一 時 的 に
粘 性 が あ る が 体 温 ま た は そ れ に 近 い 温 度 に な る と 液 状 化 す る 製 剤 、 ま た は 僅 か な 時 間 粘 性
で あ り そ の 後 液 状 化 す る 製 剤 の 提 供 に 有 用 で あ る こ と が 判 る 。 更 に 、 望 ま し い な ら ば 、 例
え ば 、 抗 感 染 性 剤 、 放 射 線 不 透 過 性 剤 、 粒 状 性 を 低 下 す る 薬 剤 ま た は 他 に 該 組 成 物 の 見 た
目 を よ く す る 薬 剤 、 ま た は 保 存 剤 の よ う な 、 他 の 製 剤 ま た は ア ジ ュ バ ン ト も ま た 該 組 成 物
に 加 え ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 も ち ろ ん 、 本 発 明 は 、 当 業 者 に 容 易 に 理 解 で き る よ う に よ り 広 く 応 用 可 能 で あ る 。 例 え
ば 、 他 の 身 体 ま た は 器 官 (膣 ま た は 子 宮 腔 以 外 )の 超 音 波 ま た は 内 視 鏡 検 査 も ま た 、 本 発 明
の 使 用 に よ っ て 容 易 に な る だ ろ う 。 同 様 に 、 Ｘ 線 ま た は MRIの よ う な 他 の 医 用 画 像 法 も ま
た 、 本 発 明 の 使 用 に よ っ て 利 益 が 得 ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 加 え て 、 一 時 的 な 粘 性 ま た は 固 体 性 は 本 発 明 の 殆 ど の 実 施 態 様 で 重 要 と な る が 、 該 組 成
物 の 液 状 化 ま た は 更 に は 変 換 の た め の 厳 密 な 機 構 ま た は 手 段 自 体 は 重 要 で は な い 。 該 媒 質
は 投 与 時 当 初 は 粘 性 が あ り 、 次 い で 比 較 的 短 時 間 お よ び 予 測 可 能 な 時 間 内 に 液 状 化 す る か
、 で な け れ ば 該 方 法 が 完 了 す る の に 十 分 な 時 間 経 過 後 容 易 に 除 去 さ れ る 限 り に お い て 、 液
状 化 ま た は 他 の 相 も し く は 粘 稠 度 へ の 変 換 は 、 例 え ば 、 上 記 考 察 し た よ う に 温 度 変 化 に よ
っ て 、 ま た は 単 に 一 定 時 間 経 過 後 に 、 ま た は 他 の 薬 剤 の 添 加 に よ っ て 生 じ 得 る 。 も ち ろ ん
、 本 発 明 は 、 要 求 通 り 所 定 の 場 所 に と ど ま る の に 十 分 な 粘 性 が あ る 組 成 物 で あ れ ば 、 該 組
成 物 の 粘 性 ま た は 粘 稠 性 が 変 化 す る こ と な く 排 泄 ま た は 除 去 さ れ 得 る 組 成 物 を 用 い て も 実
施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 が 子 宮 鏡 検 査 法 に よ る 使 用 を 提 供 ま た は 支 持 す る 利 点 と し て は 、 特 に 以 下 の も の
が 含 ま れ る ：
１ ． 溶 液 ま た は 気 体 の 継 続 的 な 注 入 の 必 要 の な い 子 宮 鏡 検 査 法 ；
２ ． 注 入 装 置 (チ ュ ー ブ 、 さ や 等 )が な い 、 よ り 小 さ な 直 径 の 子 宮 鏡 装 置 の 開 発 、 プ ラ ス チ
ッ ク ま た は 他 の 物 質 の 使 用 が 可 能 と な り 、 使 い 捨 て 装 置 の 開 発 が 容 易 と さ れ 得 る 。 こ れ ら
新 規 な 簡 単 な オ フ ィ ス ヒ ス テ ロ ス コ ー プ (office hysteroscope)(使 い 捨 て か ま た は 使 い 捨
て で は な い )は 、 ビ ュ ー イ ン グ カ メ ラ (viewing camera)に 連 結 し 、 そ の 後 、 イ ン ス タ ン ト
ビ ュ ー イ ン グ (instant viewing)し 、 そ し て 画 像 ま た は 連 続 画 像 を 記 録 し 得 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 該 媒 質 は ま た 、 体 腔 中 へ の 導 入 前 に 固 体 ま た は 半 固 体 で あ る も の で も 、 ま た は 体 腔 中 へ
導 入 さ れ る こ と に よ り 固 体 ま た は 半 固 体 に シ フ ト し 得 る も の で あ っ て も よ い 。 該 媒 質 は ま
た 、 導 入 前 ま た は そ の 後 は 半 固 体 ま た は 固 体 で あ る が 、 相 シ フ ト を 生 じ 該 媒 質 を 液 状 化 す
る 要 因 と な る 他 の 物 質 (例 え ば 、 塩 、 酸 性 ま た は 塩 基 性 の 物 質 、 ま た は 溶 媒 )の 導 入 に よ っ
て 相 シ フ ト し 得 る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 望 ま し い 相 ま た は 粘 性 の 特 性 を 供 す る 該 媒 質 組 成 物 に 有 用 な 成 分 に は 、 以 下 に 限 ら な い
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が 、 ポ リ マ ー (カ ル ボ マ ー 、 メ チ ル セ ル ロ ー ス 、 ゼ ラ チ ン 、 糖 、 ペ ク チ ン 、 デ ン プ ン 、 高
分 子 量 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル な ど )、 お よ び コ ロ イ ド ク レ イ (colloidal clays)(ベ ン ト
ナ イ ト ま た は ト ラ ガ カ ン ト ゴ ム )が 含 ま れ る 。 揺 変 性 混 合 物 は ま た 、 該 媒 質 と 同 じ ぐ ら い
に 有 用 と な り 得 る と 考 え ら れ る 。 そ の 無 機 物 質 の 混 合 物 は 拡 張 剤 と し て 使 用 し 得 、 可 視 化
し や す く す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 理 想 的 に は 、 画 像 強 調 製 品 は 、 子 宮 粘 膜 お よ び 生 殖 体 に と っ て 可 能 な 限 り 非 毒 性 の も の
で あ る 。 該 製 品 の 変 形 型 は 、 超 音 波 検 査 法 の よ う な 画 像 法 で の 使 用 の た め 、 「 陰 性 」 お よ
び 「 陽 性 」 コ ン ト ラ ス ト 強 調 特 性 を 有 す る よ う 開 発 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 陰 性 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 は 、 典 型 的 に 、 子 宮 内 膜 下 子 宮 筋 腫 、 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ 、 お よ
び 子 宮 癒 着 お よ び 奇 形 の よ う な 子 宮 腔 中 で 突 き 出 る 、 子 宮 の 病 状 (し ば し ば 機 能 不 全 性 子
宮 出 血 ま た は 不 妊 症 の 要 因 と な る よ う で あ る )を 確 認 す る の に 最 も 適 し て い る 。 陽 性 コ ン
ト ラ ス ト 強 調 物 は 典 型 的 に 画 像 化 、 例 え ば 、 フ ァ ロ ピ ウ ス 管 の 画 像 化 に 有 用 と な る 。 陰 性
お よ び 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 の 使 用 は 、 特 定 の 状 況 下 で 行 い 得 る な ら ば 、 連 続 的 に 、 ま
た は 組 み 合 わ せ て 、 二 重 コ ン ト ラ ス ト 画 像 化 に 役 立 ち 得 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 製 品 の 臨 床 適 用 の 可 能 性 は 、 Echovistの よ う な 従 来 の 陽 性 超 音 波 コ ン
ト ラ ス ト 強 調 物 に お い て 提 案 さ れ て い る 使 用 よ り も 広 範 と な る 。 Echovistは 卵 管 の 解 剖 学
的 所 見 を 可 視 化 す る の に 使 用 さ れ る の で あ る が 、 我 々 の 陽 性 超 音 波 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 は
ま た 、 卵 管 の 生 理 の 研 究 、 例 え ば 、 性 周 期 中 期 に お け る 初 期 の 逆 行 収 縮 (retrograde cont
ractility)(す な わ ち 、 膣 、 子 宮 頸 か ら 基 底 部 ／ 卵 管 へ )に よ る 精 子 輸 送 の 研 究 に 有 用 と な
る だ ろ う と 考 え て い る 。 ま た は 、 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 を 使 用 す れ ば 、 子 宮 蠕 動 に よ る
子 宮 内 容 物 の 排 泄 が 正 常 で あ り 本 来 的 な 順 方 向 (子 宮 頚 方 向 )で あ る べ き 月 経 時 の 子 宮 収 縮
の 研 究 に 用 い ら れ る だ ろ う 。 子 宮 超 音 波 コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 の 他 の 変 形 型 は 、 性 周 期 の 中
期 に お け る 子 宮 お よ び フ ァ ロ ピ ウ ス 管 方 向 へ の 精 子 の 正 常 な 移 動 を 検 査 す る 際 の 膣 か ら 卵
管 へ の 輸 送 の 研 究 用 と し て 設 計 さ れ 得 る 。 も ち ろ ん 、 別 の 用 途 も ま た 当 業 者 に と っ て は 自
明 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 同 様 に 、 溶 液 ま た は 気 体 を 継 続 的 に 注 入 す る 必 要 の な い オ フ ィ ス ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー を 行
え る 可 能 性 に よ り 、 現 在 の も の よ り も 遙 か に 小 さ い 装 置 の 開 発 の よ う な 、 当 分 野 に お け る
新 し い 可 能 性 が 開 か れ た 。 そ の 方 法 の 際 に 伴 う 痛 み お よ び 苦 痛 が 、 検 査 件 数 が 増 え な い 主
な 理 由 で あ る た め 、 非 常 に 小 さ い 装 置 が 使 え る か も し れ な い と い う 可 能 性 は 重 要 で あ る 。
現 在 、 約 半 分 の 大 き さ の 装 置 (直 径 )を 使 用 し て 、 注 入 シ ス テ ム と 注 入 管 と 光 フ ァ イ バ ー を
分 離 す る 同 軸 鞘 を 収 容 す る も の を 作 成 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 子 宮 鏡 検 査 法 が 連 続 的 な 注 入 シ ス テ ム (溶 液 ま た は 気 体 )を 必 要 と し な い な ら ば 、 子 宮 腔
を 可 視 化 す る 革 新 的 な 新 規 技 術 オ プ シ ョ ン の 開 発 は は る か に 容 易 と な る 。 シ ス テ ム は 、 プ
ラ ス チ ッ ク の 光 フ ァ イ バ ー の み を 装 置 (患 者 か ら 別 患 者 に 使 う 際 に 再 度 滅 菌 す る 必 要 の あ
る 高 価 で 使 い 捨 て で き な い 装 置 で は な く 、 安 価 で 使 い 捨 て で き る 子 宮 内 装 置 ま た は 付 加 装
置 と な り 得 る )に 使 用 す る こ と に よ り 開 発 さ れ 得 る 。 こ れ ら の よ り 小 さ い 装 置 は 、 子 宮 内
人 工 授 精 に 使 用 さ れ る 現 在 の プ ラ ス チ ッ ク カ テ ー テ ル の 大 き さ に ま で 近 づ け 得 、 子 宮 腔 を
該 媒 質 で 満 た し た 後 に 該 装 置 を 該 子 宮 腔 中 に 痛 み な し に 導 入 で き る 。 そ の 利 点 に よ り 、 例
え ば 、 ポ リ ー プ ま た は 子 宮 内 膜 下 子 宮 筋 腫 の よ う な 、 よ く あ る 子 宮 内 の 病 状 を 検 査 す る か
、 ま た は 不 妊 性 の 女 性 に お い て 可 能 性 あ る 子 宮 内 膜 異 形 (ポ リ ー プ な ど )の 検 査 を す る た め
の 診 断 ・ 診 査 で 、 よ り 日 常 的 に そ の 方 法 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 故 に 、 拡 張 さ せ る た め の 溶 液 ま た は 気 体 を 継 続 的 に ま た は 頻 繁 に 注 入 す る 必 要 も な く 子
宮 鏡 検 査 法 を 行 え る 発 明 は 、 実 に 痛 み を 緩 和 し そ れ 故 日 常 的 に 使 用 さ れ る こ と か ら 、 子 宮
鏡 検 査 法 を 根 底 か ら 変 え て し ま う 可 能 性 が あ る 。 更 に は 、 新 規 で 、 か な り 簡 単 で よ り 小 さ
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く 、 使 い 捨 て 可 能 な 装 置 で あ っ て 、 更 な る 便 利 お よ び 利 点 が 得 ら れ る 該 装 置 を 開 発 で き る
可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 １ か ら ６ は 、 超 音 波 お よ び 子 宮 鏡 検 査 法 に お い て 、 本 発 明 を 使 用 し た 結 果 で あ る 。 図
１ Ａ 、 ２ Ａ 、 ３ Ａ 、 お よ び ４ Ａ は 、 ４ 人 の 患 者 に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 (コ ン ト ラ ス ト 媒 質
な し )の 画 像 で あ る 。 図 １ Ｂ 、 ２ Ｂ 、 ３ Ｂ 、 お よ び ４ Ｂ は 、 同 一 患 者 の 画 像 で あ っ て 、 本
発 明 を 使 用 し た ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー で 得 ら れ た 画 像 で あ る 。 そ れ ぞ れ の 場 合 に お い て
、 本 発 明 の 使 用 に よ り 、 従 来 の ヒ ス テ ロ ソ ノ グ ラ フ ィ ー の 困 難 性 お よ び 不 便 さ も な く 、 通
常 の 超 音 波 検 査 で は 観 察 さ れ な か っ た ポ リ ー プ ま た は 子 宮 筋 腫 が 見 ら れ た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 図 ５ お よ び ６ は 、 本 発 明 を 使 用 し た 子 宮 鏡 検 査 法 を ２ 人 の 患 者 に 行 っ た 際 に 得 ら
れ た 画 像 で あ る 。 こ れ ら の 方 法 に よ り 、 通 常 、 子 宮 鏡 検 査 法 が 原 因 と な る 困 難 性 、 苦 痛 お
よ び 不 便 さ も な く 、 従 来 の 子 宮 鏡 検 査 と 同 一 の 鮮 明 さ で 重 篤 な 生 理 的 異 常 が 見 ら れ た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 サ ン プ ル 製 剤 は 以 下 の よ う に 調 製 し 得 る 。 カ ル ボ マ ー 934P ３ ｇ を 室 温 で 純 水 ９ ０ ０ ｍ
ｌ 中 に 加 え 、 そ の 間 、 そ の 水 は 撹 拌 す る 。 全 て の 該 カ ル ボ マ ー が 該 水 中 に 混 ざ る と 、 ソ ル
ビ ト ー ル １ ０ ｇ を 添 加 し 、 そ れ に よ っ て 粒 状 化 を 抑 制 し 得 る 。 適 当 量 の 純 水 (総 体 積 １ ０
０ ０ ｍ ｌ と な る よ う に )お よ び 塩 化 ナ ト リ ウ ム (得 ら れ た 生 成 物 を 等 張 性 お よ び 等 浸 透 性 (i
sosmolar)と す る た め )を 混 合 物 に 加 え る 。 次 い で 、 生 じ る 粘 質 物 を 、 １ ５ － ３ ０ 分 間 、 低
い 剪 断 力 で 迅 速 に 混 合 す る 。 該 混 合 物 を 、 泡 が 割 れ る よ う な 撹 拌 は せ ず に 、 ３ ０ 分 間 静 置
さ せ る 。 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム で ｐ Ｈ ７ ． ４ と な る よ う に 調 整 す る 。 該 混 合 物 を 脱 気 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 下 の 実 施 例 １ お よ び ２ は 、 市 場 で 入 手 可 能 な 類 似 の 組 成 物 を 使 用 し た 試 験 で あ る 。 La
cryvisc(商 標 )は 、 Alconに よ り 製 造 さ れ る 眼 用 の ゲ ル で あ り 、 ０ ． ３ ％  カ ル ボ マ ー 934P
、 ソ ル ビ ト ー ル 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム (ｐ Ｈ 緩 衝 液 )、 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム (保 存 料 )お よ び
純 水 が 含 ま れ る 。 Lacryviscを 華 氏 約 35-40度 に 冷 却 し 、 そ の 後 、 こ れ ら の 手 順 を 行 う べ く
子 宮 に 注 入 し た 。 し か し 、 一 般 的 に 、 (1)使 用 前 に 冷 却 す る 必 要 が 無 く 、 (2)最 後 に 滅 菌 さ
れ 、 そ れ 故 、 保 存 料 が 不 要 で あ る 製 剤 を 使 用 す る の が 好 ま し い で あ ろ う 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
実 施 例 １ ： コ ン ト ラ ス ト 超 音 波 － 患 者 ５ ３ 名
　 設 計 － 実 施 可 能 性 の 予 備 的 研 究 を 不 妊 症 の 女 性 お よ び 機 能 性 子 宮 出 血 を 伴 う 女 性 に 行 っ
た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 材 料 お よ び 方 法 － 不 妊 性 (n=27)ま た は Ｄ Ｕ Ｂ (n=26)で あ る と し て 医 者 に か か っ て い る ５
３ 名 の 女 性 に つ い て 調 査 し た 。 従 来 の 膣 超 音 波 検 査 を 行 っ た 後 、 全 員 に コ ン ト ラ ス ト 超 音
波 検 査 を 受 け て も ら っ た 。 こ の た め に 、 陰 性 (黒 色 )の 相 シ フ ト 子 宮 コ ン ト ラ ス ト 媒 質 (PSC
M)3-7ccを 、 ３ ． ５ Ｆ ｒ ｙ ｄ ｍ ａ ｎ 胎 芽 輸 送 カ テ ー テ ル を 用 い 子 宮 腔 に 注 入 し た 。 次 い で
、 子 宮 カ テ ー テ ル を 取 り 除 き 、 更 な る 膣 超 音 波 検 査 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 結 果 － 該 女 性 全 て に お い て 、 子 宮 腔 中 の 「 黒 色 」 面 領 域 (interface)は ３ ． ５ ｍ ｍ 厚 以
上 と な っ た ま ま 、 子 宮 腔 は ３ 分 以 上 拡 張 し た 。 患 者 全 て に お い て 、 子 宮 の 拡 張 お よ び 媒 質
は １ ０ 分 後 に 消 失 し た 。 Ｄ Ｕ Ｂ の 女 性 ２ ６ 名 の う ち ２ １ 名 が コ ン ト ラ ス ト 超 音 波 に よ り 子
宮 内 の 病 状 が 見 ら れ 、 そ の 後 、 子 宮 鏡 検 査 法 お よ び 組 織 学 的 方 法 に よ り 確 認 さ れ た 。 そ の
う ち １ ４ 名 が 、 従 来 の 膣 超 音 波 検 査 で は 決 定 的 な 診 断 が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 考 察 － 本 発 明 の ゲ ル を 用 い る 検 査 は 痛 み を 伴 わ な か っ た 。 患 者 は 苦 痛 を 訴 え る こ と は な
く 、 痛 み を 伴 う 薬 物 療 法 の 必 要 も な か っ た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 結 論 － こ れ に よ り 、 一 定 時 間 、 子 宮 腔 を 適 度 に 拡 張 す る 新 規 PSCMの 開 発 に よ っ て 音 波 -
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透 過 性 (「 黒 色 」 )中 間 相 が 得 ら れ る こ と が わ か る 。 こ れ に よ っ て 、 「 コ ン ト ラ ス ト 超 音 波
」 映 像 が 得 ら れ 、 ポ リ ー プ お よ び 子 宮 筋 腫 の よ う な 子 宮 内 構 造 の 陽 性 診 断 が 非 常 に 向 上 す
る 。 PSCMを 使 用 す る 子 宮 の コ ン ト ラ ス ト 超 音 波 に よ り 子 宮 超 音 波 検 査 法 が 根 底 か ら 変 わ り
得 る 。 使 用 の 容 易 性 お よ び 一 般 的 な 経 腟 超 音 波 検 査 の 容 易 性 が 維 持 さ れ つ つ 、 ヒ ス テ ロ ソ
ノ グ ラ フ ィ ー と 同 一 の 画 質 が 得 ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
実 施 例 ２ ： 子 宮 腔 の 内 視 鏡 映 像 － 患 者 ７ 名
　 設 計 － 光 学 的 に 透 明 な 相 シ フ ト 媒 質 (「 PSM」 )を 用 い る 実 施 可 能 性 の 予 備 的 研 究 を 、 外
科 的 子 宮 鏡 検 査 を 受 け る 予 定 の あ る 女 性 で 行 う 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 材 料 お よ び 方 法 － Ｐ Ｓ Ｍ 試 験 は 、 ７ 名 の 女 性 に 、 予 定 し て い る 外 科 的 子 宮 鏡 検 査 の 直 前
に 行 っ た 。 患 者 の 子 宮 頚 が 拡 張 し た 後 、 通 常 の 胎 芽 輸 送 カ テ ー テ ル を 用 い 、 子 宮 腔 に Ｐ Ｓ
Ｍ  7-10ccを 注 入 し た 。 該 胎 芽 輸 送 カ テ ー テ ル を 除 い た 後 、 従 来 の 子 宮 鏡 を 導 入 し 、 注 入
シ ス テ ム を 連 結 す る こ と な く 内 視 鏡 検 査 を 行 っ た 。 直 接 の 可 視 化 が 完 了 し た 後 、 拡 張 溶 液
の 注 入 を 用 い 、 従 来 の 子 宮 鏡 検 査 法 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 結 果 － 挿 入 時 に Ｐ Ｓ Ｍ の 粘 性 に よ り 僅 か に 拡 張 し た 子 宮 腔 を 、 全 体 的 内 視 鏡 検 査 法 で 容
易 に 検 査 で き た 。 Ｐ Ｓ Ｍ の 粘 性 に よ っ て ま た 、 子 宮 粘 膜 か ら 出 血 し た 血 液 (映 像 を ぼ や け
さ せ る )と は 混 ざ ら な い 。 ポ リ ー プ お よ び 突 き 出 た 粘 膜 下 筋 腫 が 、 １ 人 お よ び ３ 人 、 そ れ
ぞ れ 確 認 さ れ た 。 思 い も よ ら ず 子 宮 癒 着 が １ 人 確 認 さ れ た 。 残 る ２ 人 は 、 開 通 性 の 病 状 は
見 ら れ な か っ た 。 徐 々 に Ｐ Ｓ Ｍ の 温 度 が 上 昇 し 、 通 常 体 温 に ま で 到 達 す る と (３ 分 を 超 え
た 後 )、 粘 性 お よ び 子 宮 腔 の 拡 張 は 無 く な り 、 そ れ 故 、 内 視 鏡 に よ る 該 腔 の 更 な る 映 像 化
は で き な く な っ た 。 そ の 後 、 全 て の 場 合 に お い て 、 従 来 の 子 宮 鏡 検 査 法 に よ っ て 内 視 鏡 検
査 の 調 査 結 果 を 確 認 し た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 考 察 － 全 体 的 な 子 宮 腔 の 映 像 が 検 査 を 通 し て 良 好 で あ り 、 病 状 は 全 て の 場 合 で 陽 性 で あ
っ た 。 調 査 結 果 を 記 録 す る た め 全 て の 症 例 の 写 真 を 撮 っ た 。 直 後 に 行 っ た 後 の 子 宮 鏡 検 査
法 に よ り 確 認 し た 。 我 々 が 知 る 限 り で は 、 こ れ は 、 溶 液 ま た は 気 体 の 注 入 ま た は 拡 張 を 行
う こ と な く 、 全 体 的 (コ ン タ ク ト で は な い )子 宮 鏡 検 査 法 を 行 っ た 最 初 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 結 論 － こ れ ら の 結 果 に よ り 、 拡 張 す る 液 体 ま た は 気 体 の 注 入 を 行 う 必 要 な し に 子 宮 腔 の
内 視 鏡 映 像 を 得 る た め の Ｐ Ｓ Ｍ の 使 用 可 能 性 が 確 認 さ れ る 。 こ の 革 新 に は 、 子 宮 の オ フ ィ
ス 内 視 鏡 検 査 (office endoscopy)の 根 底 を 変 え て し ま う 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 原 型 型 媒 質 は 、 子 宮 頚 拡 張 (該 媒 質 の 望 ま し く な い 排 泄 を 最 小 化 す る )お よ び 麻 酔 な し で
行 う オ フ ィ ス ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー で 試 験 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
実 施 例 ３ ： 陽 性 お よ び 陰 性 コ ン ト ラ ス ト 子 宮 ゲ ル
　 陰 性 コ ン ト ラ ス ト ゲ ル に よ り 、 子 宮 超 音 波 の コ ン ト ラ ス ト の 強 調 の 使 用 に 特 に 好 適 で あ
る 。 そ の 陰 性 媒 質 は 、 粘 膜 下 筋 腫 、 子 宮 内 膜 ポ リ ー プ 、 子 宮 内 膜 癒 着 (瘢 痕 )、 子 宮 奇 形 、
お よ び 子 宮 内 膜 に 反 映 さ れ る (endometrial repercussion)お よ び ／ ま た は 超 音 波 検 査 に て
現 れ る 全 て の 子 宮 の 病 状 の 診 断 が 容 易 と な る 。 該 陰 性 ゲ ル に よ り 、 一 方 ま た は 両 方 の フ ァ
ロ ピ ウ ス 管 の 一 部 ま た は 全 て を 画 像 化 し 得 る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 経 口 避 妊 な ど に よ り 子 宮 が プ ロ ゲ ス テ ロ ン ま た は プ ロ ゲ ス チ ン に さ ら さ れ る と 、 プ ロ ゲ
ス テ ロ ン お よ び プ ロ ゲ ス チ ン に よ る 子 宮 弛 緩 性 の た め 、 ゲ ル の 存 在 は 長 引 く よ う で あ る 。
そ し て 子 宮 お よ び 卵 管 の 他 の 型 の 画 像 化 (例 え ば 、 Ｍ Ｒ Ｉ お よ び Ｃ Ｔ ス キ ャ ン に よ る も の
を 含 む )の 陰 性 コ ン ト ラ ス ト の 強 調 に つ い て 、 更 な る 可 能 性 あ る 適 用 が 探 索 さ れ る だ ろ う
。
【 ０ ０ ９ ０ 】
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　 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 媒 質 も ま た 有 用 で あ る 。 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 製 剤 で は 、 そ の 陽 性 超 音 波
コ ン ト ラ ス ト 特 性 は 、 校 正 し た 気 体 バ ブ ル ま た は マ イ ク ロ ス フ ェ ア 、 マ ク ロ ポ リ サ ッ カ ラ
イ ド ／ デ ン プ ン な ど の よ う な 音 波 屈 折 性 粒 子 か ら 生 ず る よ う で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 Echovistの よ う な 他 の 陽 性 超 音 波 コ ン ト ラ ス ト 製 品 を 用 い る 場 合 、 本 発 明 の 陽 性 コ ン ト
ラ ス ト 熱 感 受 性 ゲ ル は 、 フ ァ ロ ピ ウ ス 管 の 近 隣 部 分 の 可 視 化 に 特 に 有 用 と な る だ ろ う 。 ま
た 、 今 あ る 製 品 と は 対 照 的 に 、 我 々 の 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 子 宮 コ ン ト ラ ス ト ゲ ル に よ っ て ま
た 、 卵 管 構 成 単 位 で の 収 縮 性 の 生 理 お よ び 病 態 生 理 の 評 価 が 容 易 と な る だ ろ う 。 例 え ば 、
胎 芽 輸 送 カ テ ー テ ル を 用 い 子 宮 腔 に 入 れ た 陽 性 ゲ ル は 、 ゲ ル の エ コ ー 発 生 性 を 供 す る た め
に 保 持 さ れ て い る 空 気 の 粒 子 (air particle)ま た は 他 の 物 質 の 卵 管 通 過 を 評 価 す る こ と に
よ り 、 フ ァ ロ ピ ウ ス 管 方 向 へ の 実 際 の 移 動 を モ ニ タ ー し 得 る 。 種 々 の 試 験 を 行 い 、 精 子 輸
送 を 評 価 す る た め に 、 空 気 泡 ま た は 微 小 粒 子 の 最 適 な 大 き さ を 容 易 に 決 定 し 得 る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 陽 性 コ ン ト ラ ス ト ゲ ル に 関 す る 他 の 可 能 性 あ る 応 用 は 明 か で あ ろ う 。 そ の 適 用 に は 、 例
え ば 子 宮 内 容 物 の 逆 行 輸 送 の 可 視 化 を 改 善 す る た め の 種 々 の 陰 性 コ ン ト ラ ス ト ゲ ル 関 連 型
が 含 ま れ る 。 陽 性 強 調 コ ン ト ラ ス ト を 用 い る 超 音 波 画 像 化 の 可 能 な 応 用 に は 、 子 宮 内 膜 症
ま た は 月 経 困 難 症 の よ う な 特 定 の 子 宮 運 動 異 常 、 お よ び ま だ 解 明 さ れ て い な い 生 殖 の 種 々
の 問 題 と 関 連 す る 病 状 の 検 査 お よ び 治 療 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 診 断 用 の 子 宮 ゲ ル (陽 性 ま た は 陰 性 コ ン ト ラ ス ト )は 、 胎 芽 毒 性 (embryotoxicity)の な い
よ う に 設 計 さ れ る で あ ろ う 。 ｐ Ｈ 、 重 量 オ ス モ ル 濃 度 お よ び 他 の 関 連 の 物 理 的 性 質 を 変 え
た 後 、 媒 質 の 胎 芽 毒 性 に つ い て 、 マ ウ ス の 胎 芽 系 統 、 必 要 と 考 え ら れ る な ら ば ヒ ト の 胎 芽
系 統 (Swedenで 利 用 可 能 な も の 等 )の 細 胞 ２ つ に お い て 検 査 さ れ る だ ろ う 。 胎 芽 毒 性 が 無 け
れ ば 、 医 師 は 、 子 宮 収 縮 機 能 の 検 査 の よ う な 、 卵 管 機 能 を 機 能 的 に 検 査 す る た め に 、 該 子
宮 ゲ ル を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ に は 、 排 卵 時 の 逆 行 収 縮 、 黄 体 期 の 子 宮 休 止 (utero
 quiescence)、 お よ び 卵 胞 期 初 期 (月 経 )に 通 常 多 い 排 泄 性 順 行 収 縮 の 検 査 が 含 ま れ る 。 該
ゲ ル が 妊 婦 に と っ て 絶 対 的 に 安 全 で あ る と は 言 え な い な ら ば 、 生 殖 に 悪 影 響 を 与 え る こ と
の な い よ う に 妊 娠 し て い な い 女 性 で 使 用 の 安 全 性 を 確 認 す る 試 験 が 行 わ れ る で あ ろ う 。 そ
の ゲ ル は 、 何 れ の 方 法 の 使 用 で あ っ て も 簡 単 に 安 全 に 製 剤 化 し 得 る と 我 々 は 考 え る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
実 施 例 ４ ： 子 宮 超 音 波 検 査 に お け る 本 発 明 の 使 用 に 係 る 最 初 の 所 見
　 媒 質 の 物 理 的 特 性 (固 体 、 半 固 体 、 ま た は ゲ ル 状 )に よ り 、 子 宮 腔 (通 常 「 仮 想 」 腔 の み
で あ る )が 相 対 的 に 拡 張 し 、 そ れ よ り 、 そ の 表 面 の 画 像 が 改 善 さ れ る 。 該 媒 質 の 特 性 に つ
い て は 、 実 際 に は ど の よ う に 使 用 す る か が 重 要 と な る 。 該 固 体 ／ 半 固 体 の 特 性 に よ り 、 超
音 波 検 査 の 完 了 に 必 要 な 十 分 な 時 間 、 子 宮 腔 の 相 対 的 な 拡 張 が 維 持 さ れ る 。 そ の 後 の 、 該
媒 質 の 液 状 化 ま た は 他 の 放 出 に よ り 、 そ の 媒 質 は 、 月 経 時 の 血 液 の よ う な 、 な ん ら か の 他
の 液 体 の よ う に 子 宮 か ら 自 然 に 排 泄 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 該 媒 質 の 超 音 波 検 査 の 特 徴 (エ コ ー 発 生 性 ま た は 「 陰 性 コ ン ト ラ ス ト 」 を 減 少 さ せ る か
、 ま た は エ コ ー 発 生 性 ま た は 「 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 」 を 強 調 す る か 何 れ か )に よ っ て 、 超 音
波 に よ り 様 々 な 濃 さ の 灰 色 で 示 さ れ る 周 囲 構 造 (子 宮 内 膜 お よ び 子 宮 筋 層 )と の コ ン ト ラ ス
ト が 強 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 そ の た め 、 卵 管 の 画 質 の 向 上 が 以 下 に よ り 得 ら れ る ：
１ ． 子 宮 腔 の 拡 張 、 そ の 一 方 、 検 査 に 必 要 な 時 間 、 コ ン ト ラ ス ト 媒 質 は 十 分 に 保 持 さ れ る
、
２ ． 子 宮 腔 中 に お い て 陰 性 コ ン ト ラ ス ト 媒 質 (黒 色 )ま た は 陽 性 コ ン ト ラ ス ト 媒 質 (白 色 )を
用 い た 、 該 コ ン ト ラ ス ト の 強 調 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 例 え ば 以 下 の 状 況 に お い て 、 子 宮 検 査 に 本 発 明 を 特 に 適 当 に 使 用 し 得 る ：
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１ ． 子 宮 ポ リ ー プ お よ び ／ ま た は 粘 膜 下 筋 腫 の よ う な 、 子 宮 腔 内 に 存 在 す る 解 剖 病 理 学 の
確 認
２ ． 卵 管 の 解 剖 学 的 病 状 の 確 認 お よ び そ の 開 通 性 の 検 査 (特 に 、 「 陽 性 」 子 宮 相 シ フ ト コ
ン ト ラ ス ト 媒 質 を 用 い る )
３ ． 以 下 を 含 む 、 収 縮 お よ び 子 宮 内 容 物 排 泄 の 異 常 パ タ ー ン に 関 係 す る 子 宮 お よ び 卵 管 の
機 能 的 な 病 状 の 確 認
　 ａ )精 子 輸 送 の 欠 失 お よ び 不 妊 性 ／ 低 妊 性 (sub-fertility)と 関 係 す る 卵 胞 期 後 期 で の 逆
行 収 縮 の 異 常
　 ｂ )子 宮 内 容 物 (月 経 に よ る 血 液 )の 減 少 に お い て 子 宮 収 縮 が 重 要 な 役 割 を す る 場 合 の 月
経 時 の 収 縮 異 常 、 逆 流 性 出 血 (retrograde bleeding)お よ び 子 宮 内 膜 症 を 生 ず る か 、 ま た
は そ れ ら を 伴 う 可 能 性 が あ る
４ ． 子 宮 腔 を 拡 張 さ せ る た め の 液 体 ま た は 気 体 状 溶 液 (gaseous solution)を 継 続 的 ま た は
散 発 的 に 注 入 す る 必 要 の な い 子 宮 鏡 検 査 診 断 の 実 施 、 気 体 ま た は 液 体 を 注 入 し な い 真 正 の
非 コ ン タ ク ト ヒ ス テ ロ ス コ ピ ー が 行 え る
５ ． 超 音 波 以 外 の 子 宮 画 像 化 、 例 え ば 、 ヒ ス テ ロ サ ル ピ ン ゴ グ ラ ム (HSG)、 CT(コ ン ピ ュ ー
タ ー 断 層 撮 影 )ス キ ャ ン お よ び MRIに よ る 画 像 化 の 実 施 。 HSGの 場 合 、 相 シ フ ト コ ン ト ラ ス
ト 媒 質 と X線 コ ン ト ラ ス ト 溶 液 (ヨ ウ 素 ベ ー ス ま た は 他 の も の )と の 混 合 に よ り 、 医 師 は 、
該 溶 液 を 吹 き 込 む 必 要 が 無 く な り 、 代 わ り に 該 溶 液 を 子 宮 腔 に 直 接 入 れ 得 る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
実 施 例 ５ ： 子 宮 以 外 の 器 官 に お け る 本 発 明 の 使 用
　 例 え ば 以 下 の 状 況 に お い て 、 子 宮 以 外 の 器 官 の 検 査 に 本 発 明 を 適 当 に 使 用 し 得 る ：
１ ． 子 宮 お よ び フ ァ ロ ピ ウ ス 管 以 外 の 器 官 の 画 像 化 用 の コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 (陽 性 ま た は
陰 性 )と し て 、 検 査 の 間 、 コ ン ト ラ ス ト 強 調 特 性 を 持 続 す る こ と
２ ． 洞 の よ う な 正 常 な 体 腔 、 ま た は 瘻 管 の よ う な 異 常 な も の お よ び ／ ま た は 他 の 集 合 体 (c
ollections)の 画 像 化 の た め の 一 時 的 な 拡 張 の 提 供
３ ． 超 音 波 で 他 の 体 腔 を 調 査 す る た め の コ ン ト ラ ス ト 強 調 物 、 お よ び CTス キ ャ ン 、 MRI、
お よ び X線 の よ う な 他 の 形 態 の 医 用 画 像 法 と し て
４ ． 正 常 な 体 腔 ま た は 瘻 管 の よ う な 異 常 な 体 腔 内 で 行 う 内 視 鏡 検 査 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
実 施 例 ６ ： 本 発 明 の 媒 質 の 他 の 可 能 性 あ る 使 用
　 本 発 明 は ま た 、 他 の 形 態 の コ ン ト ラ ス ト 媒 質 と 組 み 合 わ せ て 使 用 し 得 る 。 例 え ば 、 該 媒
質 は 、 ヨ ウ 素 お よ び 他 の 形 態 の X線 コ ン ト ラ ス ト 剤 と 組 合 せ 得 る 。 そ の 組 合 せ に よ っ て 、
子 宮 腔 お よ び フ ァ ロ ピ ウ ス 管 の よ う な 、 身 体 ま た は 器 官 の 腔 中 で の 存 在 が 長 く な り 、 外 圧
源 を 存 続 さ せ る 必 要 が 無 く 、 気 体 ま た は 液 体 を 注 入 す る こ と も 無 く そ の 腔 は 拡 張 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 本 明 細 書 に お い て 記 載 し た 何 れ か お よ び 全 て の 刊 行 物 お よ び 特 許 出 願 は 、 本 発 明 属 す る
分 野 の 当 業 者 の 技 術 レ ベ ル を 示 し て い る 。 そ れ に よ り 、 本 明 細 書 に 記 載 の 全 て の 刊 行 物 お
よ び 特 許 出 願 は 、 引 用 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る も の と す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 本 明 細 書 に 開 示 お よ び 記 載 の 通 り の 構 成 に 限 ら れ る わ け で は な い と 理 解 す べ
き で あ る 。 従 っ て 、 適 当 な 修 飾 は 全 て 、 当 業 者 な ら ば 本 明 細 書 で 示 し た 開 示 に よ っ て 、 ま
た は そ れ ら に 記 載 の 通 常 の 実 験 に よ っ て 容 易 に 行 う こ と が で き 、 該 修 飾 は 添 付 の 特 許 請 求
の 範 囲 に よ っ て 決 定 さ れ る 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 内 に あ る と 考 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ０ ２ 】
【 図 １ Ａ 】 図 １ Ａ は 、 患 者 #1に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 を 示 す 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ｂ は 、 患 者 #1に 行 っ た 本 発 明 を 使 用 し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 患 者 #2に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 を 示 す 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 患 者 #2に 行 っ た 本 発 明 を 使 用 し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 患 者 #3に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 を 示 す 。
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【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 患 者 #3に 行 っ た 本 発 明 を 使 用 し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 患 者 #4に 行 っ た 通 常 の 超 音 波 検 査 を 示 す 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 患 者 #4に 行 っ た 本 発 明 を 使 用 し た 超 音 波 検 査 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 を 使 用 し た 患 者 の 子 宮 鏡 検 査 の 結 果 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 を 使 用 し た 患 者 の 子 宮 鏡 検 査 の 結 果 を 示 す 。
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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